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　６月７日（土）午後７時から菖蒲園で点灯式を行います。

アトラクションに民踊等を行いますので、多数ご参観くださ

い。

　

家庭の日を実践し

市民の行動テーマ
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月
作
川

６月７日～22日

夜
特

　間　照　明

別撮影会

その他協賛行事

　東公園

７日～22日

８日（日）

◇　

親子のふれ合いを高めよう
　子どもの生活環境には、家庭と学校、社会の三つがあります。

中でも、一番問題となっているのは、家庭環境です。

　高度経済成長の過程で、親の意識が、とかく物質的な充足に向

けられ勝ちですが、子どもが求めているのは、親の本当の愛情で

す。じっくり家庭で話し合う親と子の会話が、もっとも必要です。

市政だよりの早期配布にご協力ください
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市民の行動テーマ

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
あ
な
た
の
手
か
ら

j・ぶ豪

１　声
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r-*ドｻﾞｿﾞ

　
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
日
曜
・
祝
日
休
業
、
マ
イ
カ
ー
通
勤
の
自
粛
、

冷
房
温
度
の
調
整
な
ど
、
国
を
挙
げ
て
″
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
時
代
″
へ
の
対

応
を
急
い
で
い
ま
す
。
産
業
・
輸
送
・
民
生
す
べ
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給

の
約
七
割
を
石
油
で
ま
か
な
い
、
そ
の
石
油
の
九
九
・
七
％
を
海
外
か
ら

輸
入
し
て
い
る
わ
が
国
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

欠
か
せ
な
い
の
が
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
で
す
。

　
岡
崎
市
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
の
市
民
の
行
動
テ
ー
マ
に
「
資
源
を
大

切
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
動
を
推
進
し
よ
う
Ｌ
を
提
唱
し
、
市
民
と
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
こ
の
運
動
を
展
開
中
で
す
。

　
限
り
あ
る
資
源
を
ム
ダ
な
く
ど
う
効
率
的
に
使
う
か
は
、
わ
た
し
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
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省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型

　
　
　
社
会
へ
移
行

　
旧
で
は
昨
弟
以
末
、
に
几
％
の
町
油

消
賞
節
岫
対
策
か
一
実
施
し
て
き
ま
し

た
が
、
'
I
f
：
ほ
ど
さ
ら
に
二
％
Ｌ
乗

せ
し
た
「
七
％
節
約
碩
」
を
決
め
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀

　
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
通
勤
・
レ

ジ
ャ
ー
川
の
マ
ｆ
力
－
利
川
の
自
粛
、

自
勁
車
の
琵
酒
速
度
の
励
行
な
ど
に

つ
い
て
、
広
く
み
な
さ
ん
の
協
約
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
産
業
の
面
で
は
。
宵
エ
ネ

ル
ギ
ー
法
″
に
基
づ
い
て
、
子
不
ル

ギ
・
Ｉ
使
用
の
合
理
化
を
一
段
と
進
め

る
と
と
も
に
、
石
油
以
外
の
燃
料
へ

の
転
換
が
仙
匝
的
に
推
進
さ
れ
ま
十
。

　
一
般
家
庭
は
ち
と
よ
り
産
隻
、
輸

送
な
ど
汚
片
面
で
の
節
約
を
徹
戚
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
年
中
に
約

二
千
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
ニ
ー
ド
五
万

ト
ン
扱
タ
ン
カ
ー
約
七
十
二
隻
分
に

川
当
）
力
打
油
４
　
一
節
減
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
　
こ
の
よ
う
に
わ
た
し

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
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た
ち
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
除
々
に

省
子
不
ル
ギ
ー
吼
社
会
へ
移
行
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
後
、
肖
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

省
資
源
を
市
民
生
活
の
巾
に
と
り
入

れ
て
い
く
た
め
に
は
、
み
ん
な
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
物
を
大
切
に
す
る
こ
と

を
心
に
刻
み
、
限
ら
れ
た
物
を
大
切

に
使
い
、
生
か
し
て
使
う
、
で
き
る

だ
け
捨
て
な
い
で
、
使
い
終
わ
っ
た

物
も
な
る
べ
く
回
収
し
、
匹
利
川
す

る
と
い
っ
た
考
え
方
が
必
要
で
す
。

　
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
動
の
推
進
を

　
市
で
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
動
の

一
環
と
し
て
毎
月
一
日
を
「
市
職
員

ノ
ー
カ
ー
デ
ー
」
と
し
て
マ
イ
カ
ー

通
勤
の
自
粛
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

な
く
不
急
不
川
の
マ
イ
カ
ー
利
用
を

禎
し
み
、
健
康
の
た
め
に
も
徒
歩
・

毎月１日職員ノーカーデーのときの駐車場
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資源を大切に

H漸秦｣囮鴎lΞ圏鋤1

自
転
車
を
大
い
に
活
用
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
民
各
位
、
各
事
業
所
等
の
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
、
市
民
ぐ
る
み
の

運
動
と
し
て
活
発
に
展
開
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
公
共
施
設
の
改
良
整
備
に

よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
し
て
①

市
庁
舎
の
け
い
光
灯
四
〇
Ｗ
を
省
工

ネ
型
け
い
光
灯
管
三
八
Ｗ
に
切
り
替
え

②
公
用
車
の
小
型
化
　
③
街
路
灯
の

白
熱
灯
か
ら
け
い
光
灯
へ
の
切
り
替

え
　
①
太
陽
熱
利
用
給
湯
設
備
の
設

置
（
五
十
五
年
度
改
築
の
消
防
南
出

張
所
）
　
⑤
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
テ
ン
ス

ヶ
Ｉ
ト
リ
ン
ク
に
口
除
設
置
１
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

けい光灯の街路灯

　
そ
し
て
、
省
資
源
対
策
と
し
て
は
、

①
ゴ
ミ
減
量
と
資
源
再
利
川
化
を
引

き
続
き
推
進
し
。
現
在
三
十
八
学
区

の
う
ち
十
五
学
区
の
推
進
地
区
を
全

市
に
拡
大
　
②
粗
大
ゴ
ミ
と
し
て
出

さ
れ
た
廃
棄
物
の
中
か
ら
再
利
用
で

き
る
も
の
を
展
示
し
て
還
元
す
る
廃

棄
物
使
い
捨
て
商
品
の
還
元
展
示
会

を
市
民
セ
ン
タ
ー
六
ヵ
所
な
ど
で
開

催
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
消
費
者
行
政
対
策
と
し
て

①
消
費
生
活
講
座
を
開
催
し
て
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
浸
透
　
②
消
費
生

活
展
の
開
催
　
③
地
区
不
用
品
交
換

会
を
市
民
セ
ン
タ
ー
単
位
に
廃
棄
物

還
元
展
示
会
と
共
同
開
催
す
る
、
な

ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
家
庭
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
職
場
な
ど
の
あ
ら
ゆ

る
場
で
、
こ
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
動

に
積
極
的
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

資源回収（大門学区）

修理部品の最低保有期間
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四

　
電
気
製
品
の
修
理
を
頼
も
う
と
し

て
、
「
部
品
が
な
い
」
、
「
製
造
中

止
に
な
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
理
由

で
買
い
替
え
を
勧
め
ら
れ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
製
品
の
性
能
を
維

１
持
す
る
の

に
ど
う
し

て
も
必
要

な
部
品
に

つ
い
て
は
、

製
品
の
製

造
を
中
正

し
た
あ
と

で
も
決
め

ら
れ
た
最

低
保
有
期

間
内
、
部

品
を
用
意

す
る
よ
う

に
通
産
省

が
業
界
を

指
導
し
て

い
ま
す
。

製
品
を
買

い
替
え
る

前
に
、
ま

ず
修
理
す

ｒ
Ｃ
ａ
こ
A
J
-
s
ｌ
Ｏ

考
え
ま
し

よ
ヽ
つ
Ｏ
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暮
ら
し
の
中
の
ノ

　
　
省
資
源

　
買
い
替
え
る
前
に

　
　
　
ま
ず
修
理
を
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拝
啓
市
長
さ
ん

　
市
長
に
手
紙
を
出
す
月
間

広
報
広
聴
課
広
聴
係
　
豊
二
三
－
六
〇
一
二

テ
ー
マ

こ
れ
と
い
っ
た
テ
ー
マ
は
、
特
に

岡崎市民憲章　　ﾔ
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　にyご応募＜ださい

定
め
ま
せ
ん
。

　
日
頃
、
市
政
に
対
し
て
「
こ
う
し

て
欲
し
い
」
、
「
こ
ん
な
こ
と
で
困

っ
て
い
る
」
、
「
こ
う
し
た
ら
良
く

な
る
」
な
ど
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

日
常
生
活
に
お
け
る
声
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
「
昭
和
五
十
五
年
岡
崎
市

民
の
行
動
テ
ー
マ
」
－
剛
資
源
を
大

切
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
動
を
推
進

　
対
象

　
市
内
に
居
住
し
て
い
る
か
た
と
、

市
内
の
事
業
所
等
に
勤
務
す
る
か
た

に
限
り
ま
す
。
そ
の
他
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
方
法

　
封
書
及
び
ハ
ガ
キ
に
よ
る
郵
送
を

原
刈
と
し
ま
す
。

　
期
間

　
六
月
一
日
土
二
十
日

　
送
り
先

　
〒
四
四
四
　
岡
崎
市
十
王
町
二
丁

目
九
番
地
　
岡
崎
市
役
所
市
長
公
室

広
報
広
聴
課
広
聴
係
内
「
拝
啓
市
長

さ
ん
」
係
あ
て

　
そ
の
他

一
、
手
紙
に
は
、
住
所
、
氏
名
、
年

し
よ
う
　
関
家
庭
の
日
を
実
践
し
、
　
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明

親
子
の
ふ
れ
合
い
を
高
め
よ
う
　
倒
　
記
し
て
く
だ
さ
い
。
明
記
さ
れ
た
か

河
川
の
浄
化
を
目
ざ
し
、
合
成
洗
剤
　
た
に
は
、
回
答
書
を
送
付
し
ま
す
。

の
使
用
を
自
粛
し
よ
う
Ｉ
に
つ
い
て

の
ご
提
案
、
ご
意
見
も
お
受
け
し
ま
す
。

に1ご応募＜ださ

　・　●　●　●　●　●　●

広報広聴課市民運動係

　　　　　･023-6025

　
課
　
題

　
岡
崎
市
民
憲
章
中
の
字
句
＝
恵
ま

れ
た
自
然
／
輝
か
し
い
歴
史
／
緑
と

太
陽
／
祖
先
の
遺
産
／
三
河
魂
の
伝

統
／
教
養
／
文
化
の
向
上
／
友
愛
／

健
康
／
青
少
年
に
夢
／
夕
庭
／
勤
労

に
誇
り

　
応
募
資
格

　
市
内
に
居
住
し
て
い
る
か
た
、
及

び
市
内
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る

か
た
に
限
り
ま
す
。

　
締
め
切
り

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
広
報
広
聴
課

広
聴
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
六
月
十
三
日
消
印
ま
で
の
郵
送
、

又
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
送
り
先
（
届
け
先
）

　
〒
四
四
四
　
岡
崎
市
十
王
町
二
丁

目
九
番
地
　
岡
崎
市
役
所
市
長
公
室

広
報
広
聴
課
市
民
運
動
係
内
「
市
民

憲
章
書
道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
係
あ

て
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
政
だ
よ
り

五
月
十
五
日
号
を
ご
覧
に
な
る
か
、

広
報
広
聴
課
市
民
運
動
係
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

Ｍ宍呆壱料祠91911
l!圃

半区名

㎜

　総代会長名

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

会　　長

梅　　園

咀　　石

男　　川

美　　合

緑　　丘

羽　　松

岡　　崎

城　　南

六　　名

三　　島

竜美rr.

連　　尺

広　　幡

人浦藤市

Ll』崎　　繁

大塚藤一郎

柴田信市

八木辰夫

春日井良隆

山本利夫

畔捌|金光

越山一男

坂部与一

山田藤吉

木全俊一

谷端演光

幹　　本

副会艮

副会長

井　　HI

愛　　宕

福　　岡

竜　　谷

藤　　|]l

山　　中

本　　宿

生　　平

素　　梨

常磐南

儲磐束

常　　磐

恵　　田

小原清一

深逮時二郎

浅井惣吉

山本豊作

小林　　進

高僑尚綸

永井品次

杉田孝吉

川澄一夫

野村　　弘

中根　　戊

浅川八代松

鈴木岩吉

刷会長

幹　　事

幹　　事

奥　　殿

細　　ill

岩　　津

大樹寺

大　　門

矢作東

矢作北

矢作西

矢作南

六ツ美中部

六ツ美北部

六ツ美南部

中根　　博

艮坂満次

中根次郎

慨宗玉易

神尾光臣

三浦三夫

深田富雄

土屋光鋭

太田面次郎

牧野新太郎

伊作田甚之助

近藤幸治郎

｜

５月15日号４ページ掲載の「市民対話集会」６月２日と７日の日程については、都合に

より延期させていただきます。

ことわりお
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岡崎市議会新役員決まる
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１議会事務局

a23－ ６ ３

岡
崎
市
議
会
は
、
五
月

十
五
日
臨
時
会
を
開
き
、

議
長
に
石
川
新
平
氏
、
副
議

長
に
市
川
正
氏
を
選
出
の

あ
と
常
任
・
特
別
委
員
の

所
属
替
え
な
ど
議
会
役
貝

の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

｜

　
成
立
し
た
議
案

①
学
校
医
等
公
務
災
害
袖
償
条
例
の

　
　
一
部
改
正

②
広
幡
小
学
校
増
改
築
工
事
請
負
契
約

③
人
権
擁
護
委
員
に
堀
井
三
平
氏

①
監
査
委
員
（
議
会
選
出
）
に
高
村

　
正
氏

　
な
お
、
議
会
役
貝
に
つ
い
て
は
、

六
月
十
五
日
発
行
の
市
議
会
だ
よ
り

で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
議
会
開
催
予
定
日
の
お
知
ら
せ

　
市
議
会
だ
よ
り
（
五
月
一
日
発
行
）

で
六
月
市
議
会
定
例
会
を
六
月
中
旬

と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
六
月
下

旬
に
改
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

９
Ａ
Ｙ
Ｏ
入
Ｙ
バ
Ｙ
Ｏ
人
ｙ
へ
ｙ
八
Ｔ
『
ハ
Ｖ
Ｖ
ハ
Ｙ
Ｏ
』
６
ゝ
心
ｙ
Ｏ
入
Ｔ
か
人
Ｙ
ハ
Ｙ
Ｏ
Ａ
Ｖ
今
今
６
λ
Ｖ
６
；
Ｏ
ｙ
り

岡
崎
市
災
害
防
止
工
事
資
金

●
●
●
●
●
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

　
　
　
　
　
　
住
宅
課
庶
務
係
　
ａ
二
三
－
六
四
六
五

－ 一 一- - 　 ㎜ ・ 　 ・

市
史
編
さ
ん
周
囲
（
垂
一
）

　
　
　
　
　
　
　
I

■

'
"

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
い
　
い

　
前
回
（
「
市
史
編
さ
ん
周
囲
」
十

九
）
、
平
安
時
代
の
三
河
出
身
の
法

曹
官
僚
で
あ
っ
た
物
部
敏
久
に
つ
い

て
の
略
歴
に
触
れ
た
が
、
今
回
は
、

コ
ニ
河
物
部
氏
の
分
布
を
み
、
併
せ
て

　　
・
物
部
敏
久
の
出
身
地
を
推
測
し
て
み

一
一
た
い
。

一
一
　
現
在
進
め
て
い
る
三
河
関
係
の
古

）
一
代
史
料
の
拾
集
は
、
そ
の
整
理
が
未

I
だ
充
分
と
は
い
え
な
い
の
で
、
鉄
案

づ
と
し
て
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
。

　
　
　
一
今
の
と
こ
ろ
、
物
部
氏
の
分
布
は
西

土
二
河
に
多
く
見
出
せ
る
と
い
う
こ
と

｝
が
い
え
そ
う
で
あ
る
。

ｙ
　
典
拠
の
い
く
つ
か
を
示
す
と
、
第

豪
雨
、
洪
水
に
よ
り
浸
水
の
被
害
　
す
る
信
用
保
険
に
加
入
で
き
る
か
た
。
一
　
一
に
、
「
市
史
編
さ
ん
周
囲
」
三
に

を
受
け
た
住
宅
の
か
さ
上
げ
、
又
は

住
宅
敷
地
の
地
盤
而
を
二
〇
四
以
上

盛
土
工
事
す
る
と
き
、
並
び
に
地
震

に
よ
る
既
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
ベ
い
等
の

倒
壊
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
よ
り
安
全

な
構
造
に
す
る
と
き
な
ど
の
資
金
に

つ
い
て
、
融
資
あ
っ
せ
ん
を
し
ま
す
。

　
申
込
資
格
　
①
市
内
に
住
所
を
有

す
る
こ
と
　
②
市
税
を
完
納
し
て
い

る
こ
と
　
③
か
さ
上
げ
資
金
に
つ
い

５
て
は
、
確
実
な
連
帯
保
証
人
二
人
を

一
　
必
要
と
し
、
へ
い
改
良
等
資
金
に
つ

　
　
い
て
は
．
取
扱
い
金
融
機
関
が
指
定

　
融
資
額
　
①
か
さ
上
げ
資
金
ｎ
‥
十

万
円
を
単
位
と
し
、
二
百
万
円
を
限

度
　
②
へ
い
改
良
等
資
金
＝
五
万
円

を
単
位
と
し
、
五
十
万
円
を
限
度
。

　
融
資
期
間
　
①
か
さ
上
げ
資
金
１

十
年
以
内
　
②
へ
い
改
良
等
資
金
＝

五
年
以
内
。

　
利
率
　
年
六
・
三
六
八
－
セ
ン
ト

　
償
還
　
毎
月
払
い
の
元
利
均
等
の

方
法
（
ボ
ー
ナ
ス
併
用
も
可
）

　
担
保
　
か
さ
上
げ
資
金
は
不
動
産

と
し
、
へ
い
改
良
等
資
金
に
つ
い
て

は
担
保
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

Ｅ
紹
介
し
た
正
倉
院
文
書
に
み
え
る
例

】
で
あ
る
・
山
綱
恥
か
の
［
戸
卦
物
部

］
　
　
一
刀
良
」
と
あ
り
、
そ
の
一
応
の
物
部

忍
麻
呂
の
名
が
見
出
せ
る
。
こ
の
史

料
の
存
在
か
ら
岡
崎
市
山
綱
町
の
周

辺
に
物
部
一
族
の
一
部
が
い
た
こ
と

に
な
り
、
古
代
の
額
田
郡
に
存
在
し

た
一
例
と
な
る
。
中
世
の
史
料
を
援

用
す
る
と
額
田
郡
と
物
部
氏
の
つ
な

が
り
は
さ
ら
に
見
出
せ
る
。
ひ
と
つ

は
、
真
福
寺
開
創
の
人
物
と
し
て
伝

え
ら
れ
る
物
部
難
柵
の
例
で
あ
り
、

と
物
部
氏

い
ま
ひ
と
つ
は
、
『
滝
山
寺
縁
起
』

に
み
え
る
滝
山
寺
草
創
に
深
く
関
わ

っ
た
「
物
部
朝
臣
」
の
例
で
あ
る
。

と
も
に
寺
院
造
立
に
物
部
氏
が
関
わ

っ
た
こ
と
を
伝
え
る
が
、
と
り
わ
け

後
者
の
伝
え
は
史
料
の
信
憑
性
も
高

い
の
で
注
目
し
て
よ
い
。
こ
れ
ら
の

点
か
ら
額
田
郡
北
部
に
も
物
部
一
族

が
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
こ
と
に

な
る
。

　
第
二
は
幡
豆
郡
に
い
た
物
部
氏
の

例
で
あ
る
。
そ
の
史
料
は
大
和
の
西

隆
寺
を
発
掘
し
た
折
に
出
土
し
た
三

点
の
三
河
関
係
木
簡
の
う
ち
、
二
点

の
木
簡
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
「
参

河
国
播
豆
耶
熊
来
郷
物
部
馬
麻
呂
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
熊
来
郷
は
延
喜

式
内
社
の
「
久
麻
久
神
社
」
が
所
在

す
る
周
辺
の
地
で
、
西
尾
市
熊
昧
町

周
辺
に
比
定
で
き
る
。

　
第
三
は
碧
海
郡
の
例
で
あ
る
。
た

だ
し
こ
の
典
拠
は
「
物
部
煕
氏
」
の

‐
Ｉ
ロ
ロ
ー
り
ｎ
ｌ

署
名
を
も
つ
建
武
三
年
の
妙
源
寺
文
一

書
に
よ
る
。
こ
の
例
は
、
な
お
慎
重
一

に
検
討
す
べ
き
み
が
多
い
の
で
あ
る
　
｛

が
、
物
部
一
族
の
分
布
を
推
洲
で
き
Ｉ

る
史
料
に
な
り
う
る
も
の
と
思
え
る
　
一
　
　
一

の
で
参
考
例
と
し
て
挙
げ
て
お
く
。
　
一

　
こ
の
よ
う
な
物
部
一
族
の
西
三
河
　
一
・

に
お
け
る
分
布
を
念
頭
に
入
れ
て
、

一

物
部
敏
久
の
出
身
地
を
考
え
て
み
る
Ｉ
・

と
氏
寺
的
色
彩
の
澄
い
寺
院
造
立
の
　
一
一

伝
承
を
も
つ
、
岡
崎
市
北
部
（
古
代
一

の
額
田
郡
鴨
田
郷
と
仁
木
郷
に
該
当
一

す
る
地
域
）
が
第
一
に
注
目
さ
れ
る
。
一

こ
の
地
に
は
寺
院
造
立
が
で
き
る
だ
　
一

け
の
富
を
も
っ
て
い
る
物
部
一
族
が

分
布
し
て
お
り
、
ま
た
、
こ
う
し
た

富
を
も
つ
地
方
の
首
長
の
子
弟
で
な

け
れ
ば
都
へ
の
出
仕
が
で
き
な
か
っ

た
時
代
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
地
域
は

現
在
の
知
見
に
よ
る
限
り
、
岡
崎
市

-lこｰこＺ-：
ご-Zこｰここ-ＺＺ一二Ｚ-;ｒこ-i:

北
部
が
第
一
の
有
力
候
補
と
な
ろ
う
。
一

加
え
て
、
こ
の
地
域
に
は
延
喜
式
内

杜
の
謁
播
神
社
が
所
在
し
て
い
る
こ

と
も
重
要
な
支
証
と
な
る
。
そ
の
理

由
は
次
の
機
会
に
触
れ
て
み
た
い
。

　
　
（
古
代
編
集
委
貝
　
荒
木
敏
夫
）

(西隆寺木簡)

l-:ＺＺ-ＺニーＺＺ-Ｚこ-Ｚこｰここ-ｌこ-li-ごZ-Zごｰこﾆｰｉこｰここ-ｉこｰここｰこi一二Ｚ-ご:

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

－
・
Ｈ
ぃ
ー
Ｊ
ｉ
り
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ｌ
ｄ
‐
ｑ
い
Ｉ
ｏ
ｕ
‐
リ
リ
ー
Ｎ
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い
い
‐
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１
Ｈ
Ｎ
Ｉ
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ｏ
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昭
和
五
十
五
年
七
月
一
日
か
ら
ト

二
月
三
十
一
日
ま
で
に
空
き
家
と
な

る
市
営
住
宅
の
人
居
予
定
者
を
、
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
申
込
用
紙
の
交
付
　
六
月
二
日
～

十
二
日
ま
で
住
宅
課
及
び
各
支
所
で

お
渡
し
し
ま
す
。

　
申
込
受
付
　
六
月
九
日
～
十
二
日

ま
で
住
宅
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
申
込
資
格
　
①
現
に
住
宅
に
困
窮

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ

と
　
②
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
約
中
の
か
た

及
び
事
実
上
婚
姻
関
係
に
あ
る
か
た

を
含
む
）
が
あ
り
、
独
立
の
生
計
を

営
ん
で
い
る
こ
と
．

　
収
入
基
準
　
申
込
者
及
び
家
族
で
、

収
入
の
あ
る
か
た
全
貝
の
総
収
入
金

額
を
対
象
と
し
て
計
算
し
、
次
の
よ

う
に
区
分
さ
れ
ま
す
．

　
【
公
営
住
宅
法
に
よ
る
収
入
基
準
】

▼
第
一
睡
住
宅
―
所
得
‐
り
額
五
万
五

千
円
を
超
え
、
九
万
五
ｆ
円
以
下

▼
第
二
腫
住
宅
ｂ
‘
所
得
月
額
五
万
五

千
円
以
下

※
所
得
月
額
の
算
出
の
し
か
た
な
ど
、

単位：円総収入金額でみる早見表l綸与所得者が 人でmm除対象がない場釦

ご局ぐ １人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人

？

ぶ

第IS

最高 2.257,999 2.671.999 3,075.000 3,437.500 3.800,000 4.162.5W)

敢低 1.572.000 1.986.000 2,402.000 2.816.000 3.200,001 3,5152.501

第2Hi
　　－

最高 1.571,999 1.985,999 2.401,999 2.815,999 3,21 O.OOO 3.5i>2,500

く
わ
し
い
こ
と
は
、
住
宅
課
管
理
係

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
特
別
控
除
対
象
者
（
寡
婦

・
老
年
者
・
障
害
者
・
老
人
扶
養
親

族
）
が
な
い
場
合
は
、
早
見
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
(
I

　
申
込
方
法
　
申
込
み
は
、
一
世
帯

一
住
宅
と
し
、
次
の
書
類
を
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

　
①
市
営
住
宅
入
居
巾
込
書
　
②
申

込
者
以
外
の
家
族
全
員
の
給
与
証
明

地　区 住宅名 所在地 種別 管理戸数 構　瓊 間取り 重　賢

こ;;

本庁^内

屯海 叫人了a;畔上 12 3 K 6 ■ 6 ■ 3 6..300

伊mni 伊賀町t r'u １
２

J2
H 2 K

６・4.5
6 ■i

4.!5沁～7.3叩

ひば'i 羽眼a; 陣場 30 3 K I'i■ (i・■1 5 20,似X)～-iO.GOU

岡腱支所

芥　内

I* 鳩 羽川町a 場 舶 3 K ６・fi■4.5 20.7㈹～^1.aim

人l也 剛眼町陣心 io 3 K ６・(i ■4 5 ■it).7沿~2i.n沿

萱t*. )V･K:31 t 昧 加 :tDK 6・i;■1.5 23,300～23,匯00

人平支研

管　内

人'V- 人■}■･a: IK if. .10 ■i）K ６・6 ■I.-3 23.son～23.900

新処fr 芙＆町泄蔵野 2 K s ■･15 7.U1HI

Ｐ塙 f: 木 t: 氷町"I 越 2邨 3DK l> ■ti・<lS 2O.(iOU-2r(.Jl)O

書
（
市
の
指
定
用
紙
）
又
は
県
市
民

税
通
知
書
の
呈
示
　
③
印
鑑
　
④
特

別
控
除
対
象
者
が
い
る
場
合
は
、
そ

れ
を
証
す
る
書
類

　
選
考
及
び
決
定
　
市
営
住
宅
入
居

申
込
書
の
内
容
及
び
実
態
調
査
に
基

づ
い
て
有
資
格
者
を
選
考
し
、
次
の

日
時
・
場
所
で
公
開
抽
選
を
行
い
、

入
居
順
位
を
決
定
し
ま
す
。
日
時

六
月
二
十
四
日
　
午
前
十
時
　
場
所

市
役
所
六
階
大
会
議
室

本斤管内 宮ノ". 叫大十町自ノ皿 3 K ft■.|5・３ G.S(励
　乖
次常
の時
住募
宅集
はす

　｀る
い市
つ営
で住
も宅
申
込み

が
で
き
ます

岡崎支所

管　内

七･松 若松町石矯 310 :(K ６・li■.1.5 17,4(0～19.100

奥III :iitii町陣場 16 a K ６・６・３ 5.100

北羽眼 山根町HI iゐ 3 K ６・６・３ 5..100

升≪i 針崎町朱印地 15 3 K 6 ■6・３ 6.500

1ft 水 福岡町it １
２ 16

10
2 K
2 K

e ■1．5
６・３

3.200～4.H()0

ｒ閤 平地 気合町地破野 １
２ ISO

70
3 K
3 K

6・-1.5・3
6・J.5・2.5

7.7刈～10.900

東部友研

管　内

本宿 本榔町下三本松 １
２

I･l
hi 2 K

2 K
６・4.5
６・３ 3.600-5.0110

山中 侮水町狐山 １
２ Al

34
2 K
2 K

６・4.5
６・３ 2.90O－J.3帥

舞木 ft水町闘ノ入 １
２ 32

･1
Z K
2K

6
-is

6 ■3
3.11111～-l,3沿

桑谷 an町営ノ入 １
２

lOG
7e 2 K・2 DK2 K - 2 DK

　6 ■i.S
4.5・J.5

5.SU0～T.5CO

Ｐ琴 天神 岩ilt町新城 １
２ IM181 2 K

2 K
６・６
6 -IS

-1.500～6.000
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緑
の
敵

　
松
く
い
虫
を
撲
滅
し
よ
う

緑
と
花
の
課
推
進
係
　
容
二
三
－
六
三
九
九

　
岡
崎
市
の
全
域
に
松
く
い
虫
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
貴
重
な
松
を
、
み
ん
な
で
守
る
た

め
に
、
全
市
民
を
あ
げ
て
松
く
い
虫

の
撲
滅
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
一
般
家
庭
の
防
除
方
法

▼
松
く
い
虫
と
は
、
松
の
新
悄
に
飛

来
す
る
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
に

よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ

ン
チ
ュ
ウ
の
こ
と
で
、
前
述
の
カ
ミ

キ
リ
が
飛
来
す
る
五
月
下
句
～
六
月

中
旬
に
ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤
一
、
〇
〇

〇
倍
液
（
水
一
〇
ｅ
に
薬
一
〇
９
　
）

を
松
に
散
布
し
、
予
防
に
つ
と
め
て

く
だ
さ
い
。
（
二
回
散
布
す
る
と
、

よ
り
効
果
が
あ
り
ま
す
ご

▼
ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤
の
Ｉ
、
〇
〇
〇

倍
液
は
、
松
以
外
の
樹
木
の
害
虫
防

除
に
も
有
効
で
す
。

※
　
被
害
を
受
け
て
砧
れ
だ
し
た
松

　
は
、
切
り
倒
し
て
焼
却
し
て
く
だ

　
さ
い
。

日月末で繊切

国民

年金 特例納付

〔年金権をとり戻す最後のチャンスＵ
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１ 　

尿
浄
化
そ
う
は

…
…
…
１
　
」
」

｛
正
一
し
く
維
持
管
理
を
し
清
掃
し
ま
し
よ
う

衛
生
セ
ン
タ
ー
　
酋
ニ
ニ
ー
五
四
三
六
・
岡
崎
保
健
所
　
酋
ニ
ニ
ー
二
五
〇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
ｉ

－---・-・

　
浄
化
そ
う
は
、
正
し
く
維
持
管
理
　
　
転
は
止
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

を
し
な
い
と
、
機
能
が
低
下
し
、
放
　
　
▼
　
放
流
水
の
点
検
は
、
毎
月
二
回

流
水
に
浄
化
さ
れ
な
い
汚
物
が
多
‥
ｍ
　
　
　
以
上
行
い
、
消
み
の
適
正
に
留
意

に
含
ま
れ
、
付
近
に
悪
臭
を
放
つ
ば
　
　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

か
り
か
病
害
虫
の
発
生
源
に
な
り
、
　
　
浄
几
そ
う
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

環
境
術
生
上
き
わ
め
て
危
険
な
施
設
　
　
▼
　
浄
化
そ
う
が
正
常
に
助
い
て
い

と
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
事
項
を
守

）

、
維
持
竹
理
に
努
め
ま
し
ょ
う

水
洗
便
所
の
管
理
上
の
注
2
0
　

▼
　
水
洗
便
所
が
つ
ま
ら
な
い
よ
う

　
に
、
水
に
溶
け
や
す
い
紙
を
使
川

　
し
、
唯
川
紙
、
ゴ
ム
製
品
、
タ
バ

　
コ
の
吸
い
が
ら
、
相
知
等
の
異
物

　
を
流
し
込
ま
な
い
よ
う
に
し
て
く

　
だ
さ
い
。

▼
　
便
お
の
洗
浄
水
は
、
川
便
前
後

　
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
流
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
　
婦
除
を
す
る
と
き
は
、
水
か
ぬ

　
る
ま
湯
で
、
酸
、
ア
ル
カ
リ
、
消

　
毒
薬
等
の
薬
品
洗
剤
の
使
用
を
し

　
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
　
送
風
機
、
恪
子
ぷ
た
、
通
気
孔

　
は
つ
ま
ら
せ
な
い
よ
う
、
空
気
の

　
流
入
、
発
生
ガ
ス
の
排
除
に
注
意

　
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
　
ば
っ
き
型
の
浄
化
そ
う
は

　
Ｉ
タ
ー
の
電
源
を
常
に
入
れ

モ連

　
る
か
ど
う
か
自
分
で
点
検
で
き
な

　
い
場
合
は
、
専
門
的
知
識
や
技
術

　
を
持
っ
た
保
守
点
検
業
者
に
委
託

　
し
て
、
定
期
的
に
保
守
点
検
を
実

　
施
し
て
く
だ
さ
い
．

▼
　
浄
化
そ
う
の
清
掃
は
、
年
に
Ｉ

　
～
二
回
定
期
的
に
行
っ
て
く
だ
さ

　
い
。
岡
崎
市
で
許
可
を
し
て
い
る

　
清
婦
業
者
（
別
表
）
以
外
は
、
違

　
反
行
為
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

　
意
く
だ
さ
い
。

　
次
の
場
合
は
、
岡
崎
保
健
所
に
届

け
て
く
た
さ
い

▼
　
浄
化
そ
う
を
新
増
設
、
変
更
し

　
た
と
き
。

▼
　
浄
化
そ
う
を
廃
ｉ
し
た
と
き
。

▼
　
浄
化
そ
う
の
所
有
や
竹
理
人

　
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
岡
崎
市
衛
生

セ
ン
タ
ー
か
岡
崎
保
随
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

し尿浄化そう清掃業者
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Ｉ
大
雨
に
備
え
よ
　㎜つ

」

た
ら
何
よ
り
も
早
め
に
避
難
し
ま
し

　
回
避
難
す
る
と
き
の
持
ち
物
は
址

　
少
限
に
、
身
じ
た
く
は
身
軽
な
服

　
装
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
回
危
険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な
い

　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
回
避
雛
場
所
で
は
リ
ー
ダ
ー
の
指

　
抑
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
風
水
害
の
と
き
の
避
難

場
所
と
し
て
、
中
学
校
区
を
単
位
と

し
て
次
の
と
こ
ろ
を
指
定
し
て
い
ま

す
。
位
置
を
よ
く
覚
え
て
お
く
と
と

も
に
、
道
順
な
ど
も
考
え
て
お
き
ま

▼
甲
山
中
学
区
　
岡
崎
市
役
所
、
甲

山
中
学
校
、
梅
園
小
学
校
、
眼
石
小

学
枚
、
根
石
保
育
園

▼
美
川
中
学
区
　
美
川
中
学
校
、
男

　
今
年
も
ま
た
、
雨
の
季
節
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
十
月

の
台
風
期
ま
で
、
水
の
心
配
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　
名
古
屋
気
象
台
が
発
表
し
た
向
こ
う
三
ヵ
月
間
の
長
期
予
報
に
よ
れ

ば
、
今
年
の
梅
雨
入
り
は
平
年
よ
り
や
や
早
め
の
六
月
上
旬
頃
で
、
中

旬
に
梅
雨
の
中
休
み
が
あ
っ
た
あ
と
、
下
旬
に
は
梅
雨
前
線
の
活
動
が

活
発
と
な
り
、
七
月
上
旬
に
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
高
気
圧
が
現
れ
、
前
線

が
活
発
化
し
、
局
地
的
な
大
雨
の
恐
れ
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
雨
の
季
節
を
目
前
に
ひ
か
え
た
こ
の
時
期
に
、
私
達
の
大
切
な
命
や

財
産
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
ご
近
所
の
人
や
ご
家
族
の
皆
さ
ん
で
大

雨
に
ど
う
備
え
た
ら
よ
い
の
か
、
ど
ん
な
防
災
対
策
を
た
て
た
ら
よ
い

の
か
な
ど
を
よ
く
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
よ
う
。

防
災
診
断
を
し
よ
う

　
ｕ
”
　
　
‥
ｎ
ｉ
心
し
･
m
し
-
9
、
つ

　
・
リ

い
　
　
大
雨
が
予
想
さ
れ
た
ら

▼
災
害
は
く
り
返
し
起
こ
る
も
の
で

す
。
過
去
に
ど
ん
な
被
害
を
受
け
た

か
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
非
常
に
大

切
で
す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
機
会

に
近
所
の
古
老
な
ど
か
ら
話
を
聞
い

た
り
し
て
、
過
去
の
災
害
例
を
知
っ

て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
皆
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
、

地
形
的
に
安
全
で
す
か
。
川
や
が
け

の
位
置
、
地
質
、
地
盤
の
商
さ
、
強

さ
な
ど
の
特
性
を
知
り
、
ど
ん
な
災

害
が
起
き
や
す
い
か
知
っ
て
お
く
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
山
林
の
伐
採
、
池
の
川
立
て
、
宅

地
造
成
な
ど
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て

災
害
発
生
の
様
相
が
変
わ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
わ
り
の
変
化
に
よ
く

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
災
書
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、

台
風
、
降
雨
な
ど
の
規
模
・
強
さ
を

知
っ
て
お
き
、
ど
ん
な
災
害
が
起
き

る
お
そ
れ
が
あ
る
か
を
あ
ら
か
じ
め

知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
は
ま
ず
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど

で
新
し
い
気
象
情
報
を
知
り
ま
し
ょ

う
、
次
に
、
す
で
に
破
害
の
出
て
い

る
状
況
は
、
自
分
の
と
こ
ろ
で
も
ど

ん
な
災
害
が
起
き
る
か
を
知
る
何
よ

り
の
于
が
か
り
で
す
。
よ
そ
ご
と
と

思
わ
ず
注
意
を
払
い
対
臨

危
険
が
せ
ま
つ
た
ら

早
め
に
避
難
し
よ
う

▼
河
川
。
の
は
ん
ら
ん
、
山
崩
れ
、
が

け
崩
れ
な
ど
は
必
ず
あ
っ
と
い
う
ま

に
起
こ
り
ま
す
。
ち
よ
っ
と
し
た
油

断
や
、
家
財
道
輿
へ
の
執
着
が
避
難

を
遅
ら
せ
、
大
収
を
招
い
た
例
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
危
険
が
せ
ま
っ



　
　
川
小
学
校
、
美
合
小
学
校
、
緑
丘
小

き
　
学
校

ざ
　
▼
南
中
学
区
　
南
中
学
校
　
羽
根
小

　
　
学
校
、
岡
崎
小
学
校
、
南
部
公
会
堂

ヵ
　
▼
竜
海
中
学
区
　
竜
海
中
学
校
、
六

お
　
名
小
学
校
、
三
島
小
学
校
、
竜
美
丘

　
　
小
学
校
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
岡

　
　
崎
市
体
育
館

市政だより日
１月６

昭和55年
９

-

▼
葵
中
学
区
　
葵
中
学
校
、
井
田
小

学
校
、
愛
宕
小
学
校
　
広
幡
小
学
校

市
民
会
館
（
甲
山
会
館
）
、
働
く
婦

人
会
館

▼
城
北
中
学
区
　
城
北
中
学
校
、
連

尺
小
学
校
、
岡
崎
市
城
北
会
館
、
岡

崎
公
園
体
育
場

▼
福
岡
中
学
区
　
福
岡
中
学
校
、
陥

岡
小
学
校
　
福
岡
南
保
育
園

▼
東
海
中
学
区
　
東
海
中
学
校
、
竜

谷
小
学
校
、
藤
川
小
学
校
、
山
中
小

学
校
、
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
、
本
宿

小
学
校
、
本
宿
学
区
公
民
館
、
働
く

者
の
山
の
家

▼
河
合
中
学
区
　
河
合
中
学
佼
、
生

平
小
学
校
、
秦
梨
小
学
校

▼
常
磐
中
学
区
　
常
磐
中
学
校
、
常

磐
小
学
校
、
常
磐
束
小
学
校
、
常
磐

南
小
学
校

▼
香
山
中
学
区
　
奥
殿
小
学
校

▼
岩
津
中
学
区
　
岩
津
中
学
校
．
恵

田
小
学
校
、
細
川
小
学
校
、
岩
津
小

学
校
、
大
門
小
学
校
、
岩
津
市
民
セ

ン
タ
ー
、
大
樹
寺
小
学
校
、
百
々
保

育
園
、
梅
の
花
養
老
ホ
ー
ム

▼
矢
作
中
学
区
　
矢
作
中
学
校
、
矢

作
束
小
学
校
、
矢
作
北
小
学
校
、
矢

｜

作
南
小
学
校
、
矢
作
西
小
学
校
、
矢

作
西
保
育
園
．
矢
作
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
六
ツ
美
中
学
区
　
六
ツ
笑
中
学
校

六
ツ
美
中
部
小
学
校
、
六
ツ
美
北
部

小
学
校
、
六
ツ
笑
南
部
小
学
校
、
城

南
小
学
校
．
六
ツ
美
市
民
セ
ン
タ
ー

－
－
ひ
　
と
　
ロ
　
メ
　
モ
　
ー

　
集
中
豪
雨
と
は
。
台
風
に
伴
う
豪

雨
と
区
別
し
て
、
局
地
的
に
大
雨
の

降
る
現
象
を
い
い
ま
す
。
な
ぜ
、
局

地
的
に
豪
爾
が
降
る
の
か
は
っ
き
り

し
ま
せ
ん
が
、
原
因
は
メ
ソ
低
気
圧

に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
メ
ソ

低
気
圧
は
、
十
～
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

程
度
の
小
型
低
気
圧
で
、
気
流
の
急

激
な
上
昇
に
よ
り
債
乱
雲
が
き
の
こ

の
よ
う
に
立
ち
の
ぼ
り
、
こ
の
中
に

大
量
の
雨
粒
が
た
ま
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
雨
粒
は
急
激
な
上
昇
気

流
で
下
に
落
ち
ず
空
中
で
プ
ー
ル
の

よ
う
に
な
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず
し

た
と
き

一
時
に
ド
ー
ツ
と
落
ち
集

中
豪
雨
に
な
る
わ
け
で
す
。
雨
雲
の

中
の
雨
を
降
ら
す
と
降
り
や
み
ま
す

が
、
メ
ソ
低
気
圧
は
続
い
て
発
生
す

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
こ
れ
が
通
過

す
る
た
び
に
ザ
ー
ツ
と
大
雨
が
降
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
集
中
豪
雨
が
お
そ
ろ
し
い
の
は
。

大
雨
が
く
り
返
す
こ
と
、
時
に
は
時

間
雨
量
百
ミ
リ
を
こ
え
る
よ
う
な
も

の
す
ご
い
雨
が
降
る
こ
と
で
す
。

im

六
月
は

キ
キ
り

ｌ
。
Ｕ
？
ｊ

な
使
用
と
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
、
都
市

ガ
ス
の
性
質
を
知
っ
て
正
し
い
取
り

扱
い
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
ガ
ソ
リ
ン
や
ベ
ン
ジ
ン
は
マ
ッ
チ

や
、
タ
バ
コ
の
火
で
。
す
ぐ
火
が
燃

え
上
が
り
ま
す
、
ま
た
、
灯
油
。
て
ん

ぶ
ら
油
の
よ
う
に
火
が
つ
き
に
く
い

も
の
で
も
、
暖
め
る
と
す
ぐ
火
が
つ

く
も
の
で
す
。
て
ん
ぷ
ら
等
を
揚
げ

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
場
所
を
離
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
石
油
類
は
、
た
え
ず
蒸
発
し
て
燃

え
や
す
い
蒸
気
を
出
し
て
い
ま
す
、

こ
の
蒸
気
は
空
気
よ
り
重
い
た
め
、

床
や
ミ
ソ
を
は
っ
て
流
れ
、
離
れ
た

と
こ
ろ
か
ら
火
を
引
い
て
燃
え
上
が

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
容
器
の
せ
ん

や
、
ふ
た
を
し
っ
か
り
締
め
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

音
感
漢
豊
子

　
危
険
物
を
貯
蔵
す
る
場
合
、
ガ
ソ

リ
ン
ニ
Ｏ
リ
ッ
ト
ル
以
上
、
灯
油
一

〇
〇
リ
ッ
ト
ル
以
上
、
重
油
四
〇
〇

リ
ッ
ト
ル
以
上
に
な
る
と
届
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

漱
雪
沓
写
万
医

‰
Ｈ
Ｕ
‥
い
口
口

消
防
本
部
ま
で
、
お
申
込
み
く
だ
さ

ｉ
Ｏ

Ｌ
Ｖ

危
険
物
安
全
管
理

　
　
強
調
月
間
で
す

-m

消
防
本
部
　
容
二
Ｉ
Ｉ
五
一
五
一

’ｆ-‾　．’ｒ－゛　　　　＿．７－

　
石
油
類
な
ど
危
険
物
の
需
要
は
私

達
の
生
活
の
中
に
定
着
し
て
、
身
近

に
あ
る
た
め
そ
の
危
険
性
に
つ
い
て

忘
れ
が
ち
で
す
。

　
危
険
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
性
質
が
異

な
り
発
火
性
、
引
火
性
、
燃
焼
速
度

の
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
つ

こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
安
全
管
理
の
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
事
故
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
大
規
膜
地
沢
に
対
す
る
対
策

▼
自
主
点
検
の
完
令
尖
施

▼
移
送
に
お
け
る
安
企
確
ほ

▼
防
油
堤
の
改
修
促
進

▼
安
全
な
貯
蔵
取
り
扱
い
の
促
進

一
つ
の
取
り
扱
い
を
誤
れ
ば
災
害
を
　
　
一

起
こ
し
や
す
く
、
ま
た
災
害
が
発
生

す
る
と
被
害
は
極
め
て
大
き
く
な
る
　
一

▼
危
険
物
施
設
の
立
入
検
査

▼
危
険
物
運
搬
車
両
の
立
入
検
査

▼
防
火
講
習
会
の
開
催

冨
千
匝
医
Ｊ
」

険
物
火
災
を
防
止
す
る
に
は
、
正
し
　
　
▼
ガ
ス
に
よ
る
火
災
や
事
故
が
依
然

い
知
識
を
持
つ
こ
と
と
、
貯
蔵
、
取
　
と
し
て
多
発
し
て
お
り
、
こ
の
た
め

り
扱
い
な
ど
保
安
管
理
に
つ
と
め
る
　
家
庭
に
お
い
て
の
ガ
ス
器
具
の
安
全
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･市から手当を

受けているかたへ

５０酋23－ 6 1福祉課給付係

●
岡
崎
市
遺
児
手
当
＝
現
況
届

・
愛
知
県
遺
児
手
当
―
所
得
状
況
届

・
岡
崎
市
心
身
障
害
者
福
祉
扶
助
料

　
＝
現
況
届

●
福
祉
手
当
―
所
得
状
況
届

　
手
続
き
に
つ
い
て

　
印
か
ん
、
受
給
者
名
儀
の
頂
奎
通

帳
、
そ
の
ほ
か
に
次
の
も
の
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
1
1

▼
児
童
手
当
Ｉ
加
入
年
金
の
記
号
・

番
号

▼
岡
崎
市
心
身
障
害
者
福
祉
扶
助
料
・

福
祉
手
当
４
身
体
障
客
者
手
帳
又
は

療
育
手
帳

　
な
お
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
届
書

以
外
に
別
の
証
明
書
等
が
必
要
で
す

か
ら
受
付
ま
で
お
申
出
く
だ
さ
い
。

①
　
昭
和
5
5
年
１
月
１
日
現
在
の
住

　
所
が
市
外
の
か
た

②
　
昭
和
5
5
年
６
月
１
日
現
在
、
受

　
給
者
と
受
給
の
対
象
と
な
っ
て
い

　
る
者
（
児
童
）
と
別
居
の
か
た

③
　
昭
和
Ｓ
年
６
‥
月
１
口
現
在
、
住

　
所
、
氏
名
、
銀
行
等
の
変
史
の
あ

　
っ
た
か
た
。

　
受
付
日
時
・
場
所

｜

在
宅
ね
た
き
り
老
人

入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
ご
利
用
を

社
会
生
活
課
老
人
係
豊
二
三
エ
ハ
ー
四
七

社
会
福
祉
協
議
会
　
豊
二
三
－
八
七
〇
六

お
年
寄
り
の
入
浴
は
、
保
健
上
必

　
届
書
の
手
続
き
に
こ
ら
れ
る
前
に

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

柵
祉
課
綸
付
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

　　だ

①さ

各い

腫　）

于

当

の

受

綸

に

該

当

す

る

と
思
わ
れ
る
か
た
で
、
申
請
手
続
き

が
お
済
み
に
な
っ
て
お
ら
れ
な
い
か

た
は
、
至
急
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

/
－

Ｏ

い
お
年
寄
り
に
対
し
て
、
竜
泉
寺
町

に
あ
る
県
立
老
人
ホ
ー
ム
岡
崎
寮
へ

白
動
車
で
送
り
迎
え
し
、
寮
の
入
浴

設
備
を
利
用
し
て
。
入
浴
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
　
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以

上
の
在
宅
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
で
、

自
宅
に
入
浴
設
備
の
な
い
か
た
、
又

は
自
力
で
入
浴
が
で
き
ず
、
介
助
か

あ
れ
ば
入
浴
可
能
な
か
た
で
す
。
こ

の
場
合
家
族
の
か
た
の
付
き
添
い
が

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
伝
染
性
疾
忠

の
あ
る
か
た
、
そ
の
ほ
か
入
浴
を
適

当
と
し
な
い
か
た
を
除
き
ま
す
。

　
入
浴
利
用
料
　
無
料

　
入
浴
実
施
日
　
毎
週
月
曜
日
、
木

曜
日
の
午
後

　
入
浴
の
手
続
き
　
入
浴
を
ご
希
望

の
お
年
寄
り
の
世
帯
主
か
ら
、
巾
請

書
を
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
本
人
の
鯉

康
状
態
等
を
調
轟
検
討
し
て
、
人
浴

日
、
回
数
等
を
辿
。
知
し
ま
す
。

※
こ
の
事
業
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
社
会
生
活
課
老
人
係
、
又

は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

ね
た
き
圧

の
布

団
丸
洗
獄
、
大
１
　
‘
国
、

１
　
臭
沁
軟
爆
ｔ
匯
料

団
£
を
Ｏ

で
行
い
４
　
す
'
Ｏ

　
　
　
社
会
生
活
課
老
人
係

　
　
　
　
　
き
二
三
―
六
一
四
七

　
ね
た
き
り
の
ま
ま
で
毎
日
を
過
ご

し
て
お
ら
れ
る
お
年
寄
り
の
か
た
に
、

少
し
で
も
快
適
な
気
分
を
味
わ
っ
て

頂
け
る
よ
う
に
、
布
団
の
丸
洗
い
、

殺
薗
、
脱
臭
、
乾
燥
を
次
の
と
お
り

行
っ
て
い
ま
す
。

　
四
月
乾
燥
、
六
月
丸
洗
い
、
九
月

殺
菌
‘
脱
臭
、
十
二
月
乾
燥
、
二
月

乾
燥
。

　
対
象
者
は
、
市
内
に
住
所
の
あ
る

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
在
宅
ね

た
き
り
老
人
の
か
た
で
、
一
回
に
敷

布
団
、
掛
布
団
、
毛
布
を
四
枚
ま
で

無
料
で
行
い
ま
す
の
で
、
家
族
の
か

た
は
ご
遠
慮
な
く
地
区
民
生
委
員
、

ま
た
は
社
会
生
活
課
老
人
係
へ
お
巾

し
込
み
く
だ
さ
い
。
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０
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ﾉ
ｰ
＜
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ｒ
＊
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・
し
づ
…
…
”
｀

親
子
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

　
主
催
　
岡
崎
市
教
育
委
員
会
、
岡

崎
市
民
運
動
推
進
連
絡
協
議
会
、
岡

崎
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
委
員
会

　
日
時
　
七
月
六
日
（
日
）

雨
天
中
止

　
集
合
場
所
　
束
公
園
広
場
（
欠
町
）

　
日
程
　
①
受
付
　
午
前
九
時
～
ト

峙
　
②
ス
タ
ー
ト
　
午
前
十
時
三
十

分
（
い
っ
せ
い
ス
タ
ー
ト
）

　
競
技
形
式
　
景
品
ス
コ
ア
ー
Ｏ
Ｌ

　
参
加
料
　
無
料

　
　
体
育
課
容
五
三
－
一
八
一
一

　
携
行
品
　
赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
昼
食
、

水
筒
、
身
軽
な
服
装
（
長
そ
で
シ
ャ

ツ
、
長
ズ
ボ
ン
、
運
動
ぐ
つ
）

　
申
込
方
法
　
官
製
は
が
き
に
住
所
、

氏
お
、
年
齢
、
性
別
を
記
入
し
て
左

記
へ
お
巾
込
み
く
だ
さ
い
。

　
〒
四
四
四
　
岡
崎
市
六
名
一
本
町
七

番
地
　
岡
崎
市
体
育
館
内
休
育
課
０

Ｌ
係

　
申
込
期
限
　
六
月
二
十
一
日
（
上
）

当
日
の
消
印
有
効

　
そ
の
他
　
▼
初
心
者
の
た
め
に
説

明
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。
　
▼
コ

ン
パ
ス
は
、
一
個
に
つ
き
五
十
円
で

貸
出
し
ま
す
。
　
▼
は
が
き
で
お
申

込
み
の
か
た
に
は
全
員
参
加
章
を
お

渡
し
し
ま
す
。
　
▼
当
日
雨
天
の
場

合
は
、
午
前
八
時
に
実
施
の
有
無
を

決
定
し
ま
す
の
で
。
体
育
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
交
通
案
内
　
タ
‥
鉄
バ
ス
利
川
者
は
、

東
岡
崎
発
、
芙
合
、
桑
谷
、
小
美
、

桜
形
、
夏
山
行
に
乗
車
、
束
公
園
で

下
車
、
集
合
場
所
ま
で
徒
歩
で
約
十

分

商工労政課商工計量係　き23－6212

　
六
‐
り
じ
日
は
、
計
駁
記
念
日
。
計
址
は
、
消
費

生
活
の
坊
本
で
す
。
皆
さ
ん
が
正
し
い
計
量
の
知

識
と
関
心
を
持
っ
て
、
豊
か
な
暮
ら
し
を
築
き
ま

　
計
最
月
間
に
ち
な
み
、
次
の
行
事
を
行
い
ま
す
。

ｅ
　
ド
ノ
¨
‥
Ｉ
～
し
斤
目

　
期
日
　
六
月
六
日
（
金
）

　
場
所
　
松
坂
屋
岡
崎
店
食
料
品
売
場

ゆ
家
高
罵
一
一
フ
小
・
器
を
ツ
を
し
げ
ま

　
体
重
計
、
台
所
用
は
か
り
、
体
温
計
、
血
圧
計

な
ど
を
検
査
し
ま
す
。

　－

－

－

ｆ

〆

家庭用計量器無料検査日程と会場
　-一一-

場

　午前9 :30～11 : 30　　午後］:30～3 : 30

大平市民センター相談室　県営本宿住宅集会所

労働文化会館（上六名）　日生滝団地案内所

相川団地集会所　市営住宅大樹寺荘集会場

岡崎市役所3F第2会議室　　　　　　　　　　　　　　　　　__

日期

6 )111日㈲

６月12日(木)

６月13日剛

６月14日出

六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で

「
水
道
週
問
」
で
す
占
ト
ヘ
Ｌ

　
こ
の
週
間
は
、
水
道
が
生
命
を
維

持
す
る
飲
用
水
だ
け
で
な
く
、
炊
事
、

洗
た
く
、
風
呂
、
水
洗
便
所
等
の
生

活
用
水
や
営
業
用
水
な
ど
と
し
て
、

川
の
水
等
を
浄
化
し
、
日
夜
送
り
続

け
る
こ
と
に
よ
り
、
皆
さ
ん
の
健
康

で
文
化
的
な
日
常
生
活
が
支
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
河
川
の
汚
濁
防
止
や
水

道
水
の
有
効
利
用
に
対
し
て
も
、
ご

協
力
戦
う
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　
水
道
局
で
は
、
こ
の
期
間
中
、
男

川
、
六
供
、
大
西
、
仁
木
の
各
浄
水

場
を
一
般
開
放
し
。
見
学
者
に
は
パ

ッ
キ
ン
グ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
進
呈

し
ま
す
。

　
な
お
、
グ
ル
ー
プ
で
来
ら
れ
る
か

た
は
、
収
前
に
水
道
局
浄
水
竹
理
事

務
所
（
酋
二
二
ｉ
一
一
〇
コ
　
ヘ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
希
望
に
よ
り
場
内

案
内
、
ス
ラ
イ
ド
（
岡
崎
の
水
道
）
を

上
映
し
ま
す
。

　
ま
た
、
県
営
水
道
事
業
に
お
き
ま

し
て
も
豊
田
浄
水
場
（
酋
○
五
六
五

－
四
五
―
一
五
呂
）
、
幸
田
浄
水
場
（

豊
こ
五
裔
六
－
ニ
ー
一
四
吾
）
を
一
般
開
放

し
。
特
に
七
・
八
日
は
豊
田
浄
水
場

に
お
い
て
井
戸
水
の
水
質
検
在
サ
ー

ビ
ス
（
無
料
）
を
尖
施
い
た
し
ま
す
。

旬
水
道
修
繕
は
岡
崎
市
管
工
事
業
協

同
組
合
（
豊
五
丁
数
一
七
）
か
市
指
定
水

遣
工
事
店
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

・
道
路
で
湘
水
を
発
見
し
た
ら
水
道

局
修
繕
係
（
豊
五
一
丁
辰
己
）
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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敬
老
バ
ス
優
待
乗
車
券
を

　
五
月
一
日
か
ら
贈
呈
し
て
い
ま
す

社
会
生
活
課
老
人
係
　
豊
二
三
―
六
一
四
七

　
乗
車
券
を
受
け
ら
れ
る
か
た

　
四
月
一
日
現
在
で
市
内
に
住
所
が

あ
り
、
今
年
中
に
七
十
歳
以
上
（
明

治
四
十
三
年
十
二
川
三
十
一
口
ま
で

に
生
ま
れ
た
か
た
）
に
な
る
か
た

　
お
渡
し
す
る
方
法

　
七
月
三
十
一
日
（
土
曜
日
の
午
後

及
び
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
ま
で

に
住
所
を
管
括
す
る
本
庁
（
社
会
生

活
課
）
及
び
各
支
所
へ
、
印
鑑
と
寿

手
帳
、
又
は
本
人
の
身
元
の
わ
か
る

も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
バ
ス
の
安
全
な
乗
り
方

●
乗
る
と
き
は

①
ブ
ザ
ー
が
鳴
る
と
扉
が
閉
ま
り
ま

す
。
閉
ま
り
は
し
め
た
痛
は
、
巡
転

手
が
気
づ
い
て
も
途
中
で
は
開
き
ま

せ
ん
。
一
度
閉
ま
っ
て
か
ら
開
き
ま

す
の
で
、
そ
れ
ま
で
待
ち
ま
し
ょ
う
。

②
乗
っ
た
ら
早
目
に
座
席
へ
、
立
っ

て
い
る
と
き
は
つ
か
ま
り
ま
し
ょ
う

　
バ
ス
が
動
く
と
き
、
止
ま
る
と
き

は
少
し
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。
乗

っ
た
ら
早
日
に
座
席
に
腰
掛
け
て
く

だ
さ
い
。
席
が
空
い
て
い
な
い
と
き

は
、
つ
り
皮
や
に
ぎ
り
捧
に
し
っ
か

り
つ
か
ま
り
ま
し
ょ
う
。

●
降
り
る
と
き
の
注
意

①
合
図
は
早
目
に
降
り
る
の
は
止
ま

つ
て
か
ら

　
降
り
る
と
き
は
早
目
に
ブ
ザ
ー
で

合
図
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ブ
ザ
ー
で

合
図
し
て
お
け
ば
バ
ス
は
止
ま
り
ま

す
。
あ
わ
て
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

止
ま
っ
て
か
ら
降
り
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

②
降
り
た
ら
バ
ス
か
ら
離
れ
て
待
ち

　
降
り
た
と
き
扉
の
近
く
に
い
る
と

r ≫4直前t禎切･哨隋r
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服
や
着
物
が
扉
に
は
さ
ま
っ
た
り
し
一
一

て
危
険
で
す
か
ら
、
降
り
た
ら
バ
ス
｝

か
ら
離
れ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
バ
ー
‥

ス
の
直
前
や
近
く
を
歩
く
の
も
危
険
べ

で
す
。
バ
ス
の
発
車
を
待
っ
て
安
全
一
‥

を
確
か
め
て
か
ら
歩
き
は
じ
め
る
よ
べ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
一

　
打
出
先
生
の
第
四
巻
は
「
行
政
」

扁
で
あ
る
。
明
治
四
十
三
年
の
市
制
訓

査
委
貝
設
置
、
大
正
五
年
の
市
制
施

行
、
近
代
的
都
市
と
し
て
の
条
件
整

備
の
た
め
の
努
力
、
周
辺
町
村
の
合

併
に
よ
る
政
治
的
課
題
等
、
岡
崎
市

の
誕
生
か
ら
生
成
、
発
展
に
い
た
る

ま
で
の
出
来
ご
と
を
目
の
当
た
り
に

浮
か
ぶ
よ
う
な
記
述
が
し
て
あ
る
。

　
地
方
自
治
制
　
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
の
風
潮
に
支
え
ら
れ
選
挙
制
度
も

改
正
さ
れ
、
普
通
選
挙
制
度
に
よ
る

選
挙
権
の
拡
大
の
様
子
が
紹
介
さ
れ

て
お
り
、
地
域
の
尖
態
を
知
る
う
え

に
面
白
い
。
江
戸
時
代
か
ら
明
治
期

に
至
る
ま
で
、
二
枚
三
校
派
事
件
以

外
は
波
風
の
た
た
な
い
平
穏
な
政
治

的
風
土
の
地
で
あ
っ
た
岡
崎
も
中
央

の
政
党
政
派
の
関
連
の
中
で
、
昭
和

五
年
上
水
道
布
設
の
起
債
順
二
〇
八

万
円
に
対
し
、
民
政
派
青
年
団
有
志

と
市
当
局
が
対
立
し
中
央
政
界
の
仲

介
に
よ
っ
て
お
さ
ま
っ
た
と
い
わ
れ

た
上
水
道
起
債
事
件
な
ど
地
域
住
民

の
政
治
意
欲
の
向
上
を
知
る
に
格
好

な
事
実
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
、
住
民
の
政
治
に
関
す

る
意
識
の
高
ま
り
も
、
昭
和
の
恐
慌

を
さ
か
い
に
箪
国
主
義
的
な
風
潮
が

強
ま
り
、
上
か
ら
の
隣
保
体
制
強
化

ｒ
い
い
Ｉ
！
い
い
Ｉ
‘

の
町
内
会
制
度
の
強
化
を
具
体
化
す

る
岡
崎
市
町
内
会
規
程
な
ど
も
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
一
連
資
料
を
見
る
と
。

地
域
に
於
け
る
住
民
の
近
代
化
へ
の

要
求
に
対
す
る
上
か
ら
の
対
応
の
仕

方
の
変
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
地
域
史
の
中
の
民
衆
の
動
き
や
、

あ
り
さ
ま
を
浮
き
ぼ
り
に
す
る
糸
口

が
み
つ
か
る
だ
ろ
う
と
い
う
期
待
を

大正５年市制記念式典

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
市
誕
生
・
合
併
余
話
　
岡
崎
市
の

誕
生
ま
で
を
年
次
別
に
追
っ
て
み
る

　
一
九
一
〇
　
市
制
調
査
委
貝
設
置

　
一
九
こ
Ｉ
　
市
制
施
行
内
申
議
決

　
一
九
こ
二
　
市
民
四
二
〇
〇
名
が

　
　
　
　
　
　
辿
署
、
市
制
促
進
の

　
　
　
　
　
　
結
狐
書
、
政
府
へ
提
出

一

九
一
四
　
広
幡
町
を
合
併

ａ
Ｉ
Ｈ
Ｎ
‐
‘
『
ａ
Ｉ
ｌ
ｈ
ｊ
ｚ
ｌ
ｌ

一
五
　
市
制
実
現
詰
願
書

　
　
　
市
制
調
査
会
を
創
設

　
一
九
一
六
　
岡
崎
市
誕
生

　
む
の
年
表
で
も
わ
か
る
よ
う
に
岡

崎
巾
制
実
現
を
確
実
に
し
た
の
が
広

幡
町
の
八
‐
併
で
あ
る
。
広
幡
町
に
、

一
九
〇
八
年
県
道
足
助
街
道
の
改
修

問
題
が
お
こ
っ
た
。
道
路
幅
を
約
十

二
メ
ー
ト
ル
に
改
修
す
る
た
め
に
、

そ
の
経
費
を
県
と
広
幡
町
が
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
町
民
の
反
対
も
お
こ

り
、
町
長
の
辞
任
に
発
展
し
町
政
運

営
に
も
支
障
を
来
た
し
た
。
そ
こ
で

額
田
彬
長
か
ら
の
申
し
入
れ
が
あ
り

広
幡
町
の
合
併
が
事
実
上
実
現
す
る
。

そ
の
お
り
の
合
併
認
定
書
を
み
る
と

　
　
「
岡
崎
町
地
内
県
道
停
車
場
逆
の

　
改
修
費
は
、
元
広
幡
町
に
は
賦
課

　
せ
ざ
る
も
の
と
す
る
ご

と
あ
り
、
岡
崎
町
民
と
な
っ
て
も
旧
岡

崎
地
内
の
道
路
改
修
費
は
負
担
し
な

い
と
い
う
条
件
つ
き
合
併
で
あ
る
こ

と
を
知
る
。

　
こ
う
し
た
例
は
岡
崎
村
の
合
併
に

も
み
ら
れ
る
。
合
併
に
よ
る
営
業
税

諸
税
の
税
率
ア
ッ
プ
に
反
対
、
小
学

校
の
川
設
、
住
宅
地
、
耕
地
の
排
水

設
備
、
環
境
整
備
等
の
協
定
な
ど
に

も
う
か
が
わ
れ
る
点
興
味
を
覚
え
る
・

-ここ-ZZ-２-ここ-iここごｰここ･Ｚミー７Ｓ-：ここ一二二－ごこ-ｚ-zﾆｰここ一卜こｰﾆご~ｴｺｰrl-ここ一二ニーこニーここｰここ-Ｚごｰこﾆｰ二二－ここ一二Z-Ｚ-ここ-Sこ-Zこ-１
こニーｉ：-こ：-

近
代
班
調
査
員
　
足
立
　
多
嘉
丸
｡
1

い
　
‥
‥
ｊ
い
い
1
1
1
1
N
n
‐
Ｉ
Ｎ
‐
１
０
－
い
口
―
い
い
Ｉ
ｕ
り
！
ｉ
ｏ
Ｉ
リ
り
Ｉ
い
い
！
！
Ｉ
Ｍ
Ｌ
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．
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昭和55年６月１日

Ａ
　Ｑ　？

岫

■ V >■　　　　　　　ｊ･
几謐ごﾉ1

　ヽで

昨

住みよい社会環境づくりを促進するため設置され

た岡崎市民運動推進連絡協議会の総会が甲山会館

で開かれました。　　　　　　　　( 5月12ﾄ目

必i^‘-

消費者の声を市政や関係業界に反映させ、消費者

保護を推進するためのパイプ役としての消費生活

モニター委嘱式が市役所4階委員会室で行ｵつれま

した。

　　90^

( 5月13日)

J5i:

N

５
月
臨
時
市
議
会
が
開
が
れ
、
議
長
に
石
川
新
平

氏
、
副
議
長
に
市
川
正
氏
が
選
任
さ
れ
た
ほ
か
、

常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
の
委
員
、
監
査
委
員
、

一
部
事
務
組
合
等
を
選
任
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
月
1
5
日
）

（
５
月
Ｈ
‐
‐
）

五
月
晴
れ
の
下
、
岡
崎
公
園
プ
ラ
ン
ト
で
第
2
4
回

中
学
校
総
合
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

市政だより お　か　ざ　き

自2d回岡崎市巾学校総合喋j

　「美しいまちは自分たちの手で……。」

　７市民清掃の日」も今回で第４回を迎え、市内

全域で清掃奉仕が行われました。( 5 IJl制l i

一
’
４
｛
４

扁
ム
‘

J&,T
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　１　”

　／
　　／

ｌＳ｀

　　　ｂ
乙/

⑤

１ざ

交
通
事
故
等
で
国
保
を

お
使
い
に
な
る
と
き
は

保
健
課
国
保
係
容
2
3
1
６
0
８
6

　
第
三
貴
行
為
（
交
通
事
故
、
け
ん

か
等
に
よ
り
相
于
方
か
ら
負
傷
を
受

け
る
こ
と
）
に
よ
る
治
療
は
。
治
療

費
の
損
害
賠
償
の
問
題
が
生
じ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
の
み
で
、
第
三
者
行
為
に
よ

る
負
傷
を
保
険
証
を
使
用
し
て
治
療

さ
れ
る
か
た
は
。
必
ず
保
健
課
岡
保

係
へ
被
害
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

人
間
ド
ッ
ク
検
診
の

　
お
　
知
　
ら
　
せ

保
健
課
保
健

酋係

2
3
－
6
1
７
９

　
成
人
病
の
予
防
及
び
早
期
発
見
の

た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
の
半
日
コ
ー
ス

を
行
い
ま
す
。

　
対
象
者
　
4
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の

か
た
（
昭
和
5
5
年
７
月
１
日
現
在
）

　
実
施
期
間
　
昭
和
5
5
年
７
月
～
昭

和
5
6
年
１
月

　
申
込
日
　
６
Ｕ
１
日
か
・
り
（
先
着

６
０
０
名
で
締
切
）

　
申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

昨
年
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
有
無
を

記
入
し
て
巾
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
（
電

話
で
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
）

　
申
込
先
　
岡
崎
市
十
王
町
２
丁
目

９
番
地
　
岡
崎
市
役
所
保
健
課
（
〒

４
４
４
）

　
検
診
料
　
１
４
、
０
０
０
円
で
す

が
。
う
ち
６
、
５
０
０
円
は
個
人
負

担
と
な
り
ま
す
か
ら
検
診
日
に
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

　
場
所
　
岡
崎
市
医
師
会
公
衆
衛
生

セ
ン
タ
ー
（
明
大
寺
町
　
岡
崎
市
医

師
会
館
内
）

　
検
査
内
容
　
呼
吸
器
系
、
循
環
器

系
。
消
化
管
系
、
腎
機
能
、
痛
風
、

昭利l55年５月１日現在、住民基本｀

台帳と外国人登録人口による　　．、

　　前月比

　822人増

　517人増

1,339人増

肝
機
能
、
柵
尿
病
、

応
、
眼
科
、
聴
力
、

倹
在

1,148世帯i?):

129,213人

131,242人

260,455人

77,029世帯

男

女

計

：世帯数

血
液
、
血
清
反

身
体
計
測
の
各

　
そ
の
他
　
申
込
ま
れ
た
か
た
は
、

市
が
行
う
胃
の
検
査
、
胸
部
Ｘ
線
撮

杉
は
、
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

桑
谷
キ
ャ
ン
プ
場
を

開
設
し
ま
す

観
光
課
観
光
施
設
係

　
　
　
　
　
公
2
3
－
6
３
８
４

　
市
束
部
の
桑
谷
山
系
遊
歩
道
沿
い

に
、
例
年
の
と
お
り
キ
ャ
ン
プ
場
が

開
設
さ
れ
ま
す
。

　
緑
に
囲
ま
れ
て
、
さ
わ
や
か
な
空

気
と
冷
た
い
水
、
静
寂
の
大
自
然
へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
名
称
　
桑
谷
キ
ャ
ン
プ
場

　
開
設
期
間
　
７
月
2
0
日
～
８
月
3
1

日
ま
で

　
収
容
人
員
　
５
人
用
テ
ン
ト
5
0
張

　
交
通
　
桑
谷
バ
ス
停
よ
り
徒
歩
1
5

分　
料
金
　
無
料
（
た
だ
し
．
テ
ン
ト
、

毛
布
、
飯
ご
う
、
燃
料
等
は
各
利
用

者
持
参
の
こ
と
）

　
申
込
受
付
　
６
月
１
日
か
ら

　
そ
の
他
　
駐
車
場
設
備
あ
り

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度
に
つ
い
て

社
会
生
活
課
年
金
係

　
　
　
　
　
き
2
3
1
6
1
7
1

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
１
ヵ
月

３
、
７
７
０
円
で
す
が
、
失
業
や
低

収
入
な
ど
の
た
め
保
険
料
の
納
付
が

困
雌
な
か
た
（
強
制
加
入
者
の
み
）

は
、
申
し
出
に
よ
っ
て
保
険
料
が
免

除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
７
月
ま
で
に
手
続
き
を
す
れ
ば
、

今
年
の
４
月
分
か
ら
向
こ
う
１
ヵ
年
間

有
効
で
す
。

　
保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
場
合
、
老

齢
年
金
は
、
免
除
を
受
け
た
期
間
だ

け
三
分
の
一
に
減
ら
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
他
の
国
民
年
金
は
納
め
た
か
た

と
同
様
に
受
け
る
権
利
が
た
も
た
れ

ま
す
の
で
、
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、

一
度
市
役
所
社
会
生
活
課
ま
た
は
、

最
寄
り
の
支
所
へ
印
鑑
を
お
持
ち
に

な
っ
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
、
1
0
年
以
内
の
分
（

免
除
を
受
け
た
期
間
）
は
、
旧
保
険

料
で
納
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
早
く
納

め
て
、
通
常
の
年
金
談
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　　　　｜

｜
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　６

　月

粗後
大期
ゴの
ミ
収
集

衛
生
セ
ン
タ
ー
萱
2
2
－
5
４
３
６

　
各
町
で
き
め
ら
れ
た
祖
大
ゴ
ミ
持

ち
寄
り
場
所
へ
、
収
集
日
の
朝
８
時

3
0
分
ま
で
に
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
資
源
再
利
用
と
な
る
古
新
聞
、

雑
誌
及
び
衣
類
は
町
内
会
、
子
ど
も

会
等
の
資
源
回
収
時
に
出
し
ま
し
よ

30
口

㈲

28

日
川

27
日
吻

26
日
出

25
日
困

24
日
図

23
日

㈲

21
日
出

20
卜
哨

li)
L「
湘

18

卜
出

17
口

肉

16
日
(Ill

蛮

日
広町皿

幡区賀

　■■4t

味5 I
田区区

　託

　以

陥
寿

松
本

南西

明明
大大

寺寺

3 1
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μ

　３
　区

3 万

校予

車1
X

昌

臨ｔ
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き
献
血
に

ざ
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

かお市政だより日１

月昭和55年６15 －-

岡
崎
地
区
献
血

　
　
　
　
　
　
（
社
・

　
　
　
　
　
　
　
豊

23会推

｜生進
6活協

議
会

課
内
）

１
４
５

　
期
日

　
時
間

　
場
所

局
北
）

昭
和
5
5
年
６
月
１
１
一
一
日
出

午
前
1
0
時
～
１
９
一
時

魚
町
大
休
寺
（
岡
崎
郵
便

　
主
催
　
連
尺
学
区
献
血
会

※
　
血
液
は
、
い
つ
必
要
に
な
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
病
気
、
事
故
の
治

療
に
際
し
、
大
量
の
血
液
が
必
要
に

な
っ
た
時
の
た
め
に
、
相
互
の
助
け

合
い
に
よ
る
血
液
の
保
存
が
必
要
で

す
。
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
定
期
的
な
献

血
協
力
に
よ
っ
て
、
優
完
的
に
健
康

な
保
存
血
液
が
還
元
さ
れ
ま
す
。

　
献
血
の
手
順
　
①
受
付
（
満
1
6
歳

以
上
6
5
歳
未
満
）
　
②
体
重
測
定
（

男
4
5
㎏
、
女
4
0
㎏
以
上
）
　
③
血
圧
、

比
重
測
定
（
最
高
血
圧
１
０
０
％
以

上
、
比
重
１
・
０
５
２
以
上
）
　
④

採
血
　
⑤
献
血
手
帳
交
付

※
　
お
近
く
へ
お
越
し
の
か
た
も
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。知あの

らっ
せせ

　ん　の

　
　
　
－

保
健
課
国
保
係
豊
2
3
1
６
1
６
９

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
医
療
機
関

の
窓
口
で
支
払
う
自
己
負
担
金
（
一

部
負
担
金
）
が
高
額
で
支
払
い
困
難

｜

な
か
た
に
、
そ
の
医
療
費
の
一
部
を
貸

付
け
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
か
ら

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
利
用
で
き
る
か
た
　
①
匯
民
健
康
保

険
の
肢
保
険
者
で
あ
る
こ
と
。
②
受

診
さ
れ
た
月
の
自
己
負
担
分
（
一
部

負
担
金
）
が
高
額
（
５
万
円
以
上
）

で
支
払
い
に
困
っ
て
い
る
か
た

　
貸
付
の
額
　
医
療
費
の
一
部
負
担

金
の
う
ち
、
３
万
９
千
円
を
除
い
た

額
の
1
0
分
の
９
以
内
の
額
で
利
息
は

無
利
子
で
す
。

　　　天
　　販然

⌒お売石豺l協け

にら力ん
:§せ店

Ｓ　の

ｊ
・
Ｊ

Ｑ
ぬ
一
”
’
け
ん
忍

商
工
労
政
課
商
工
計
量
係

　
　
　
　
　
　
豊
2
3
－
６
２
1
２

　
次
の
店
で
天
然
石
け
ん
を
販
売
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
受
付
順
に
協
力
店
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
す
で
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
店
に
は
、
「
天

然
石
け
ん
を
売
る
店
」
の
ス
テ
ッ
カ

ー
が
店
頭
に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　
Ｉ
志
賀
商
店
（
小
美
町
　
豊
4
7
1

2
4
2
4
）
■
南
部
百
貨
セ
ン
タ
ー

た
ぐ
ち
（
柱
町
　
酋
5
2
－
5
7
7
6
）

一
高
木
た
ば
こ
店
（
針
崎
町
　
き
5
1

1
4
1
0
7
）
」
魚
国
セ
ン
タ
ー
（

若
松
町
　
公
5
3
－
7
8
5
6
）
一
ま

る
さ
商
店
（
柵
岡
町
　
0
5
1
－
9
6

5
5
）
■
六
ッ
美
食
品
セ
ン
タ
ー
（

土
井
町
　
a
5
2
1
2
3
9
8
）
一
八

百
昭
商
店
（
筒
針
町
　
酋
3
1
1
6
1

8
5
）
■
ス
ー
パ
ー
小
河
（
上
佐
々

木
町
　
≫
3
1
　
2
8
1
9
）
Ｉ
フ
ア

歯
予
防
の
フ
ッ
素
塗
布
を
行
い
ま
す

　
（
母
子
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

　
期
日
　
６
川
８
日
間
　
午
前
1
0
時

Ｉ
Ｈ
時
3
0
分
、
午
後
１
時
～
２
時
3
0

分　
場
所
　
康
生
通
西
　
セ
ル
ビ
２
階

ミ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
喜
久
屋
（
昭
和
町
　
　
ロ
ビ
ー

　
き
3
1
－
3
8
8
8
）
一
宇
頭
シ
ョ
　
　
　
主
催

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
宇
頭
町
　
容
　
　
　
後
援

3
1
1
5
8
6
7
）
一
内
藤
商
店
（
橋

目
町
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
リ

ー
ド
内
　
公
3
1
－
5
4
1
8
）
■
原

山
商
店
（
蓬
来
町
　
S
2
1
‐
‐
6
0
6

5
）
一
み
う
ら
や
（
伝
馬
通
　
酋
2
1

－
2
8
3
5
）
■
マ
ス
ム
ラ
ヤ
化
粧

品
店
（
伝
馬
通
　
容
2
2
－
5
1
2
3
）

Ｉ
岩
堀
薬
局
（
材
木
町
　
酋
刀
一
－
0

2
8
6
）
■
ヤ
マ
ダ
ヤ
（
松
本
町

豊
2
1
－
9
9
2
9
）
■
坂
田
た
ば
こ

店
（
百
々
町
　
豊
2
3
1
7
0
0
3
）

一
岩
津
セ
ン
タ
ー
（
岩
津
町
　
容
4
5

1
2
1
5
7
）
Ｉ
エ
イ
ト
（
伊
貧
町

酋
2
1
1
9
1
0
7
）

歯
の
健
康
セ
ン
タ
ー

の
開
設
に
つ
い
て

保
健
課
保
健
係

　
　
　
　
　
豊
2
3
1
６
1
７
９

　
６
月
４
日
か
ら
1
0
日
ま
で
の
幽
の

衛
生
週
間
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、

歯
の
無
料
検
診
と
相
談
を
行
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

閻
崎
歯
科
医
師
会

岡
崎
保
健
所
　
岡
崎
市

菊
苗
即
売
会
と

　
菊
づ
く
り

　
　
　
技
術
講
習
会

緑
と
花
の
課
酋
2
3
－
6
3
9
９

　
澄
み
わ
た
っ
た
秋
空
の
も
と
で
咲

き
誇
る
菊
の
花
の
美
し
さ
は
格
別
で

す
。
皆
さ
ん
も
ご
自
分
の
手
で
、
す

ば
ら
し
い
菊
の
花
を
咲
か
せ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
三
河
菊
花
協
会
で
は
、
大
愉
、
小

菊
の
苗
の
即
売
会
と
栽
培
技
術
講
習

会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

　
と
き
　
昭
和
5
5
年
６
月
８
日
間

午
前
1
0
時
～
午
後
５
時

　
と
こ
ろ
　
甲
山
会
館
（
六
供
町
、

市
民
会
館
隣
り
）

　
内
容
　
①
技
術
講
習
会
▼
第
１
回

の
移
植
技
術
講
習
（
実
演
）
▼
年
間

を
通
し
て
の
管
理
指
導
　
②
菊
苗
の

即
売
会
▼
大
輪
、
小
菊
と
も
一
鉢
１

０
０
円
で
、
ポ
リ
鉢
に
植
え
た
良
い

ま
た
、
虫
歯
の
な
い
１
歳
児
に
虫
　
苗
を
お
分
け
し
ま
す
。

固
月
回
固
⑩

甘
ｎ
ｕ
ピ
ス

　
　
　
　
　
　
酋
2
1
局
1
1
1
1
番

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
行
事
の
案
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
月
曜
変
更

保
健
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
（
３
　
ｅ
ｇ
局
1
1
1
2
番

休
日
緊
急
当
直
医
、
検
診
の
お
知
ら

せ
、
健
康
一
ロ
メ
モ
（
子
ど
も
の
健

康
管
理
に
つ
い
て
）
　
毎
月
耀
変
更

　
　
　
　
　
豊
2
1
局
1
1
1
3
番

「
ｔ
轍
キ
の
だ
地
蔵
さ
ま
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噺
匙
一
｀

６
月
１
日
～
1
4
日
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花
菖
蒲
展

　
開
催
の
お
知
ら
せ

緑
と
花
の
課
　
き
2
3
－
６
3
９
９

　
悔
雨
ど
き
の
ま
ち
を
明
る
く
い
ろ

ど
る
市
民
の
花
、
花
菖
蒲
の
展
示
会

を
、
花
萬
蒲
・
バ
ラ
愛
好
会
主
催
に

よ
り
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
と
き
　
昭
和
5
5
年
６
月
Ｈ
日
附
～

1
4
日
出
　
午
前
８
時
3
0
分
１
午
後
５

時
（
Ｈ
‐
は
、
午
前
１
１
時
ま
で
）

　
と
こ
ろ
市
役
所
正
而
玄
関
ロ
ビ
ー

一
日
教
室

　
　
籐
細
工
講
習
会

働
く
婦
人
会
館

　
　
　
　
　
容
2
3
1
２
９
６
3

　
食
卓
に
置
く
調
味
料
人
れ
を
．
籐

で
編
ん
で
み
ま
せ
ん
か
．

　
日
時
　
７
月
６
ロ
㈲
　
午
後
１
時

～
４
時

　
場
所
　
岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館

　
指
導
者
　
竹
内
順
子
氏

　
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
教
材

は
尖
費
７
０
０
円
で
購
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
）

　
募
集
人
員
　
3
0
名
（
定
貝
を
越
え

た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま

す
）

　
対
象
者
　
市
内
在
住
．
在
勤
の
婦

人
（
学
生
は
除
く
）

　
申
込
方
法
　
官
製
往
復
ハ
ガ
キ
に

①
一
日
教
室
名
②
住
所
③
氏
名
④
電

話
番
号
（
返
信
用
ハ
が
キ
に
も
、
住

所
、
氏
名
、
郵
便
番
号
）
を
必
ず
記

入
し
て
、
６
月
1
5
日
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
〒
４
４
４
　
岡
崎
市
伊
祝

新
町
1
0
番
地
３
　
岡
崎
市
鴎
く
婦
人

会
館
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お

た
。
消
費
者
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
日
時
　
６
月
2
4
日
図
　
午
前
1
0
時

～
1
2
時

　
場
所
　
愛
知
県
西
三
河
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー

　
内
容
　
家
庭
で
で
き
る
応
急
手
当

申
込
み
ハ
ガ
キ
は
、
―
人
―
葉
に
限
　
法

り
ま
す
。

岡
崎
市
緑
と
花
推
進

　
児
童
生
徒
作
品
展

緑
と
花
の
課

豊
2
3
－
6
3
9
9

　
市
民
の
緑
化
意
識
を
高
め
、
緑
と

花
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

市
内
各
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
が
、

力
い
っ
ぱ
い
制
作
し
た
、
緑
化
推
進

を
テ
ー
マ
と
し
た
描
画
、
ポ
ス
タ
ー
、

習
字
の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
お
さ
そ
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
と
き
　
昭
和
5
5
年
６
月
４
日
附
～

８
日
㈲
　
午
前
1
0
時
～
午
後
６
時
（

８
日
は
、
午
後
４
時
3
0
分
ま
で
）

　
と
こ
ろ
　
市
美
術
館
―
階

一
日
教
室

受
講
者
募
集

西
三
河
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
酋
5
3
－
０
9
9
9

　
西
三
河
消
賞
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

消
費
生
活
に
関
す
る
、
時
々
の
問
題

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
勉
強

し
、
交
流
す
る
催
し
を
企
画
し
ま
し

　
講
師
　
愛
知
看
護
専
門
学
校
職
貝

　
受
講
料
　
無
料

　
定
員
　
5
0
名

　
申
込
期
限
　
６
月
2
3
日
叩
ま
で

　
申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
、
竃
話
、
又

は
直
接
来
所
し
て
申
込
ん
で
く
だ
さ

―
Ｏ

Ｌ
Ｖ　

申
込
場
所
　
〒
４
４
４
　
明
大
寺

町
字
坂
下
1
1
の
1
1
7
　
愛
知
県
西

三
河
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

Ａ
Ｍ
Ｓ

ゐ
吻

保
母
試
験
の

　
予
備
講
習
会

　
　
　
に
つ
い
て

保
育
課
指
導
係
容
2
3
1
６
1
４
6

　
昭
和
5
5
年
７
月
に
保
は
試
験
が
実

施
さ
れ
ま
す
が
、
新
た
に
保
ほ
を
志

す
か
た
の
予
備
講
習
会
が
次
の
と
お

り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
受
付
期
間
　
６
月
2
0
日
倒
～
６
月

2
6
日
出

　
講
習
日
　
７
月
1
0
日
附
・
Ｈ
日
哨

７
月
1
4
日
間
１
７
月
1
9
日
出

　
講
習
会
場
　
甲
山
会
館

　
受
講
料
　
６
、
０
０
０
円

　
申
込
書
配
布
　
６
月
９
日
凹
よ
り

市
役
所
保
育
課
窓
口
に
て

－
ｌ
ｌ保

母
資
格
試
験
を

　
　
　
　
行
い
ま
す

保
育
課
指
導
係
登
2
3
－
6
1
4
6

　
受
験
資
格
①
高
等
学
校
を
卒
業

し
た
か
た
、
も
し
く
は
文
部
大
臣
が

こ
れ
と
同
等
以
上
の
資
格
を
有
す
る

と
認
定
し
た
か
た
　
②
学
校
教
育
法

に
よ
る
高
等
学
校
で
、
保
青
糾
に
在

学
し
、
昭
和
5
6
年
３
月
3
1
日
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
か
た
　
③
満
1
8
才
に

達
し
た
後
、
児
童
福
祉
法
に
規
定
す

る
児
童
福
祉
施
設
に
お
い
て
３
年
以

上
児
童
の
保
護
に
従
事
し
た
か
た

　
願
書
の
交
付
　
６
月
５
日
困
よ
り

保
育
課
窓
口
で
お
波
し
し
ま
す
。

　
願
書
の
受
付
　
６
月
９
日
間
～
６

‥
月
1
3
口
吻
　
保
青
課
指
導
係
で
受
付

け
ま
す
。

　
試
験
期
日
　
▼
筆
記
試
験
（
絵
画

製
作
を
含
む
）
７
月
2
9
日
肉
～
７
月

3
0
日
出
　
▼
実
技
試
験
（
青
楽
、
言

語
）
８
月
2
1
日
附
～
８
月
2
4
日
間
指

定
す
る
日

* ･ ． X ･ ・ － 3 ' ･

家
庭
の
日

　
広
報
広
聴
課
広
聴
係

　
　
　
　
　
　
　
酋
2
3
－
6
0
1
2

　
日
曜
日
の
一
日
を
動
く
市
政
教
室

で
親
子
の
ふ
れ
合
い
を
高
め
市
政
の

い
見
学
を
し
よ
う
。

　
家
庭
の
‐
の
日
曜
‐
を
親
子
で
ご

参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
「
家
庭
の
口

日
囃
動
く
市
政
教
室
」
を
開
催
し
ま

す
。
址
非
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
開
催
日
　
６
月
1
5
日
（
日
）

　
集
合
増
所
、
時
問
　
市
役
所
束
正

Ｅ
而
玄
関
ロ
ビ
ー
　
午
前
９
時
3
0
分

　
見
学
コ
ー
ス
　
岡
崎
消
防
庁
舎
－

み
か
ち
ゃ
ん
観
賞
（
明
代
橋
）
－
南

公
園
交
通
広
場
（
昼
食
）
－
緑
化
セ

　
見
学
予
定
時
間
　
午
前
1
0
時
～
午

ｔ
後
３
時
4
0
分

］
　
申
込
先
、
方
法
　
市
役
所
市
長
公

’
室
広
報
広
聴
課
広
聴
係
へ
電
話
で
お

一
申
込
み
く
だ
さ
い
。
受
付
電
話
2
3
－

χ■･，Xu’jr・●･jr’・- x・

　
な
お
　
申
込
受
付
は
６
月
1
0
日
（

火
）
午
前
８
時
3
0
分
よ
り
申
込
順
に

受
付
、
定
員
4
0
名
で
締
切
り
ま
す
。

　
そ
の
他
　
参
加
費
無
料
、
弁
当
、

水
筒
、
筆
記
共
等
は
各
自
で
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
行
動
し
や
す
い
服
装
で
ご

い
参
加
く
だ
さ
い
。



か　ざ　き

身
体
障
害
者

ご
巡
　
回
　
相
　
談

　
　
　
　
―
‐
－
‐
―
‐

福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
豊
2
3
1
６
1
５
４

お
　
　
主
　
　
催

　
　
　
相
談
科
名

愛
知
県

整
形
外
科
・
眼
科
・

市政だより日
１

昭和55年6 n17 －

耳
鼻
咽
喉
科

　
相
談
内
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
交

付
に
対
す
る
医
学
的
判
定
・
袖
装
具

相
談

　
日
時
　
６
月
2
4
日
（
火
）
受
付
時

間
＝
午
前
1
0
時
～
1
2
時
　
診
断
時
間

＝
午
後
１
時
～
３
時
　
補
装
具
相
談

１
午
前
1
0
時
～
午
後
３
時

　
場
所
　
岡
崎
市
福
祉
の
村
「
身
体

障
害
者
セ
ン
タ
ー
友
愛
の
家
」

　
申
込
み
　
あ
ら
か
じ
め
市
福
祉
事

務
所
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
日
の
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
そ
の
他
　
診
察
は
午
後
に
な
り
ま

す
か
ら
、
畳
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

市
　
民
　
相
　
談

市
民
相
談
室
　
容
2
3
－
6
4
9
2

　
市
や
県
・
国
な
ど
の
行
政
に
つ
い

て
の
苦
情
・
要
望
・
問
い
合
わ
せ
、

日
常
生
活
で
お
困
り
の
問
題
に
つ
い

て
の
和
談
・
交
通
事
故
相
談
・
高
齢

者
職
業
相
談
は
毎
日
行
っ
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
特
別
相
談
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
心
配
ご
と
・
人
権
相
談
　
（
人
晦

擁
護
委
員
）
６
月
1
1
日
・
2
4
日

　
困
り
ご
と
・
行
政
相
談
（
行
政
相

談
委
貝
）
６
月
1
1
日
・
2
5
日

　
法
律
相
談
　
（
弁
護
士
・
予
約
制
で

す
か
ら
お
早
目
に
お
申
込
く
だ
さ
い
）

６
月
２
日
・
９
日
・
1
6
口
・
2
3
日

　
住
宅
金
融
公
庫
融
資
相
談
（
住
宅

金
融
公
庫
相
談
貝
）
６
月
1
2
日
・
2
7
日

　
税
金
相
談
（
税
理
上
）
６
月
1
9
日

　
登
記
相
談
（
司
法
書
士
・
土
地
家

屋
調
査
士
）
６
月
1
9
日

　
建
築
相
談
（
建
築
士
）
６
月
1
2
口

　
測
量
設
計
相
談
（
測
量
士
）
６
月

1
8
日

各
特
別
相
談
の
時
間
は
す
べ
て
午
後

１
時
～
４
時
で
す
。

乖
法
律
相
談
等
の
相
談
で
は
、
契
約

書
な
ど
資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

蕎
相
談
は
無
料
・
秘
密
で
す
。

商
　
工
　
相
　
談

商
工
労
政
課

商
工
会
議
所

【
岡
崎
市
】

き
2
3
1
6
2
1
2

豊
5
3
1
（
Ｏ
^
Ｃ
Ｄ
’
-

　
経
営
相
談
　
６
月
1
2
日
（
木
）
午

後
１
時
～
４
時
（
毎
月
第
２
木
曜
日
）

　
商
工
労
政
課
・
ｔ
2
3
－
6
2
1
2

　
金
融
相
談
　
毎
日
（
休
日
を
除
く
）

午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時

　
商
工
労
政
課
･
電
2
3
1
6
2
1
4

　
巡
回
商
工
相
談
（
経
営
金
融
相
談
）

▼
６
月
1
0
日
（
火
）
午
前
９
時
3
0
分

～
正
午
１
東
海
銀
行
岡
崎
駅
前
支
店

午
後
１
時
～
４
時
Ｉ
Ｈ
福
岡
会
館

▼
６
月
２
　
１
日
（
火
）
午
前
９
時
3
0
分

～
正
午
―
宇
頭
公
民
館
　
午
後
１
時

～
４
時
ｐ
心
べ
作
商
店
街
（
振
）
事
務
所

　
【
岡
崎
商
工
会
議
所
】

　
法
律
相
談
　
６
月
２
日
・
1
6
日

午
前
1
0
時
～
午
後
４
時

　
金
融
相
談
　
毎
日
、
た
だ
し
中
小

公
暉
は
６
月
1
3
日
、
商
工
巾
金
は
６

‥
‥
‥
‥
2
7
日
の
各
午
前
1
0
時
～
午
後
３
時

　
発
明
相
談
　
６
月
６
日
・
2
0
日

午
後
１
時
～
５
時

　
税
務
相
談
　
６
月
３
日
・
1
0
日
・

1
7
日
・
2
4
日
　
午
前
1
0
時
～
午
後
４
時

　
経
営
相
談
　
６
月
６
日
　
午
後
―

時
～
５
時

　
労
務
相
談
　
６
月
７
日
・
2
1
日

午
前
９
時
～
正
午

　
下
請
斡
旋
相
談
　
６
月
1
2
日
　
午

前
1
0
時
～
午
後
４
時

　
商
店
経
営
相
談
　
６
月
1
8
日
　
午

後
１
時
～
５
時

II

牛
乳
の
支
給
に
つ
い
て

保
健
課
保
健
係
容
2
3
－
6
1
８
0

　
市
で
は
、
次
に
該
当
す
る
か
た

に
牛
乳
を
支
給
い
た
し
ま
す
の
で
申

訥
し
て
く
だ
さ
い
。

該
当
す
る
か
た

　
課
税
世
帯

２
　
支
給
区
分

　
①
妊
産
婦
＝
妊
娠
５
ヵ
月
か
ら
出

　
産
後
３
ヵ
月
ま
で
　
②
乳
児
１
生

　
後
４
ヵ
月
か
ら
９
ヵ
月
ま
で

３
　
支
給
品
目
　
毎
口
牛
乳
１
本
（

　
２
０
０
Ｅ
）

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
　
４
　
申
鏑
方
法
　
母
子
手
帳
、
印
鑑

帯
　
②
前
年
分
の
所
得
税
非
課
税
　
　
を
ご
持
参
の
う
え
、
保
健
課
へ
巾

世
帯
③
前
年
度
分
の
市
民
税
非
　
　
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
寄
付
・
ご
寄
贈
を

（
敬
称
略
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
昭
和
5
4
年
度
奥
殿
小
学
校
卒
業
生
　
学
区
婦
人
会
▼
根
石
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

･>－’､>J*･か>・w-^ V** り●・

父
兄
一
同
▼
昭
和
5
4
年
度
六
ッ
美
北
　
　
▼
萬
有
製
薬
㈱
▼
六
々
Ｊ
‥
小
学
校
Ｐ
Ｔ
‘

部
小
学
校
卒
業
生
父
兄
一
同
▼
本
宿
　
Ａ
▼
連
尺
小
学
校
第
3
3
回
卒
業
生
父

保
育
園
ほ
の
会
▼
大
西
保
育
園
母
の
　
　
兄
一
同
▼
常
磐
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
六

会
▼
中
園
保
育
園
け
の
会
▼
矢
作
南
　
　
ッ
笑
中
部
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
南
中
学

保
育
園
ほ
の
会
▼
沢
作
南
学
区
婦
人

、
会
▼
常
磐
保
青
園
け
の
会
▼
愛
宕
同

一
・
人
一
同
▼
岡
崎
女
子
短
期
大
学
第
1
4

、
回
卒
業
生
一
同
▼
市
瀬
ふ
さ
江
（
洞

町
）
▼
山
中
保
育
園
母
の
会
▼
眼
石

．
保
育
園
父
母
の
会
▼
大
河
内
き
わ
（

‘
福
岡
町
）
▼
奈
良
井
保
育
園
母
の
会

一
、
▼
鈴
木
兼
松
（
米
河
内
町
）
▼
栄
和

Ｖ
産
業
㈱
▼
岡
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

ー
．
▼
林
口
昭
（
大
西
町
）
▼
男
川
学
区

Ｖ
婦
人
会
▼
神
谷
豊
（
大
平
町
）
▼
男

．
川
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
㈱
三
龍
社
▼
藤

Ｅ
川
学
区
振
興
促
進
協
会
▼
神
谷
満
平

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
相
洋
勝
之
（
六
供
町
）

.<^

▼
広
瀬
賢
治
（
梅
…
回
町
）
▼
稲
熊
保
丿

育
園
母
の
会
▼
佐
野
京
子
（
稲
熊
町
－

八
百
巳
営
業
所
▼
神
谷
葵
水
（
伊
賀
Ｊ

町
）
▼
岩
月
初
夫
（
日
名
町
）
▼
昭

-*ぶか
*≫・

和
5
4
年
度
岩
津
小
学
佼
卒
業
生
一
同
‘

▼
中
島
健
介
（
岩
津
町
）
▼
匿
タ
‥
の

か
た
一
名

乖
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

*卜>-≪*＆・･●･・*＆・
:&≫>

▼
土
屋
タ
ミ
（
西
本
郷
町
）
▼
中
部
‘

サ
ン
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
▼
大
塚
方

子
（
稲
熊
町
）
▼
分
田
照
代
（
三
崎

･本心●4あ●・W・
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▼
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二
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梨
県
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摩

一

ｆ
学
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卒
業
生
父
兄
一
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▼
昭
和
5
4
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部
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宗
教
法
人
普
明
会
教
団
渥
美
3

i
f
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眼
石
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学
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卒
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一
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根
石
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勤
労
者
住
宅
・
宅
地

資
金
融
資
あ
つ
せ
ん

制
度
に
つ
い
て

ｙ
『
『
　
―
　
―
－
－
―
―
―
―
―
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

７
　
作
工
労
政
課

(
　 　３
Ｓ
-

に

Ｃ
Ｄ
Ｃ
ノ
７
１
４

一

　
　
　
－

　
市
で
は
、
給
料
、
賃
金
等
に
よ
っ

て
生
活
し
て
い
る
勤
労
者
の
皆
さ
ん

に
、
住
宅
及
び
宅
地
の
取
得
を
促
進

し
、
市
民
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
次
の
と
お
り
住
宅

資
金
、
宅
地
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん

を
常
時
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
申
込
者
の
資
格

　
①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
内
に

自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
新
築
、

増
築
又
は
、
土
地
付
姓
売
住
宅
の
購

入
並
び
に
、
５
年
以
内
に
新
築
、
増

築
す
る
た
め
の
宅
地
を
購
入
す
る
か

た
。

　
②
３
年
以
上
引
続
き
同
一
事
業
所

に
勤
務
し
て
い
る
か
た

　
③
前
年
の
給
与
等
の
収
入
金
額
が
、

住
宅
資
金
に
あ
っ
て
は
6
0
万
円
以
上
、

宅
地
資
金
に
あ
っ
て
は
、
8
0
万
円
以

上
の
か
た
。
（
土
地
付
建
売
住
宅
の

購
入
は
、
１
２
０
万
円
以
上
）

　
④
宅
地
資
金
の
利
用
者
で
、
市
内

に
１
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
宅

地
を
所
有
し
て
い
な
い
か
た
。

　
⑤
市
税
を
完
納
し
て
い
る
か
た
。

融
資
あ
っ
せ
ん
の
内
容

　
①
種
類
及
び
限
度
額

　
・
住
宅
の
新
築
の
場
合
＝
３
０
０

　
　
万
円

　
・
ぽ
宅
の
増
築
の
場
合
ｈ
２
５
０

　
万
円

商工労政課金融係　S23－6214

　市では、中小企業者の皆様に対して、常時、運転資金及び設備資金の

融資相談、あっせんを行っております。お気軽にご利用ください。
－‥

　
・
土
地
付
中
古
住
宅
の
購
入
の
場

　
合
＝
‐
３
５
０
万
円

　
・
土
地
付
建
売
住
宅
の
購
入
の
場

　
合
＝
５
０
０
万
円

　
・
土
地
取
得
の
場
合
＝
３
０
０
万

　
円

※
　
た
だ
し
、
融
資
あ
っ
せ
ん
の
で

き
る
額
は
、
前
年
の
給
与
等
の
収
入

金
額
の
範
囲
内
で
、
1
0
万
円
単
位
で

す
。

　
②
融
資
利
率
　
年
６
・
３
６
％

　
③
融
資
期
間
及
び
返
済
方
法
　
1
0

年
以
内
　
毎
月
払
い
の
元
利
均
等
償

還
（
ボ
ー
ナ
ス
併
用
可
）

　
④
保
証
人
　
辿
帯
保
証
人
２
名

　
⑤
担
保
　
取
得
し
た
住
宅
又
は
宅

地
に
つ
い
て
、
第
１
順
位
の
抵
当
権

を
設
定
し
ま
す
。
（
た
だ
し
、
住
宅

金
融
公
庫
を
併
用
さ
れ
る
と
き
は
、

第
２
順
位
）

制度名 資金区分 融責企額 期　間 利　　　率

-　小

　口

　事
　業

　資
　金
　－
　圖
　小

　□　－

通　　常
運　転 　　　以内

fjlH)万円
４年以内 ３年以内年6.3％

5年以内年6.5％設　圃 ５年以内

町車場用地

取　　得
設　圈 700万円 ７年以内 年6.5％

災害復旧 設　備 7( 0万円 ７年以内 年a.3％

公害防止施設

祭俺資金
設　備 1.1)1)0;;川 ７年以内 弟fi.0％

中小企業構造

高度化資金
設　鮨

組合3.000万円

そのf(!ii,5oo;j川
７年以内 年6.0％

転業・開業資金 設　術 r>0(万円 ５年以内 年7 .9 ％

商
工

業
振

興

資
金

通　　常

　(マル振)

連　転

に叩万円

５年以内 ３年以内年7.4％

5年以内年7.6％

7年以内年7.8％設　備 7.乍以内

特別小口

マ･ﾚ振･マ･ﾚ特）

連　転

設　備
350万円 ５年以内

３年以内年6.3％

5年以内年6,5％

?r-till度しら、信川保証協会の保証付ですの

開業資金を除く）栞J剔･，
u≪ 一一 －1
久’、･1

　
６
月
の

　
　
　
離
乳
食
講
習
会

　
　
岡
崎
保
健
所
き
2
2
－
2
5
0
1

　
開
催
日
　
６
月
６
日
溺
、
６
月
2
0

日
金
　
そ
れ
ぞ
れ
午
後
１
時
3
0
分
か

　
場
所
　
岡
崎
保
健
所

　
対
象
　
３
ヵ
月
～
６
ヵ
月
児
の
母

親　
持
参
す
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳

昭
和
5
5
年
度

　
自
衛
官
募
集

行
政
課
庶
務
係
豊
2
3
1
6
０
３
9

　
自
衛
隊
岡
崎
出
張
所
６
？
ｇ
-
７
３
０
３

▼
瞳
・
海
・
空
士
（
一
般
）

　
年
齢
　
満
1
8
歳
1
2
5
歳
未
満

　
待
遇
　
初
任
給
８
８
、
４
０
０
円

1
0
ヵ
月
後
昇
任
９
６
、
１
０
０
円
、

衣
食
住
無
料
、
ボ
ー
ナ
ス
年
３
回
（

約
５
ヵ
月
分
支
給
）
、
退
職
金
＝
２

年
満
期
で
約
3
4
万
円
、
４
年
満
期
で

約
7
3
万
円
、
４
年
勤
務
は
、
計
１
０

７
万
円
支
給

※
　
受
付
期
間
そ
の
他
く
わ
し
い
こ

と
に
つ
い
て
は
、
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。



ざ　き

空
地
の
管
理

　
に
つ
い
て

　／

／

　
　
ｔ
ｌ
・
―
－

ヵ
　
　
保
健
課
衛
生
係

お
ド
　
　
　
萱
2
3
1
6
1
8
6

　
　
　
　
　
　
　
1
－
－
－
。
―
　
。
１
－
ｉ

　
　
　
　
地
域
の
環
境
保
全
に
対
す
る
市
民

市政だより

の
関
心
は
日
川
し
に
高
ま
り
、
最
近

で
は
、
市
街
化
区
域
の
空
地
に
対
し

て
「
雅
草
が
生
い
茂
っ
て
昆
苫
し
い
」
。

　
「
ご
み
な
ど
が
不
法
に
捨
て
ら
れ
。

害
虫
が
発
生
し
、
不
術
生
で
あ
る
」
。

　
『
火
災
の
原
囚
に
な
る
』
な
ど
苦
悄

が
出
て
お
り
ま
す
。

　
岡
崎
市
で
は
、
咋
年
か
ら
岡
崎
市

生
活
環
境
保
全
指
導
要
綱
を
定
め
、

空
地
の
良
好
な
管
理
に
つ
い
て
禎
極

的
な
指
導
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
が
、

本
年
も
雑
草
が
茂
る
時
期
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
次
の
事
項
に
当
た
る
空
地

を
所
有
し
た
り
管
理
さ
れ
て
い
る
か

た
は
、
自
ら
す
ヽ
ん
で
苦
情
の
な
い

よ
う
良
好
な
竹
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
苦
情
の
対
象
と
な
る
空
地

日
①
現
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
土
地
で
、

１月６昭和55年19

雑
草
が
生
い
茂
り
、
又
は
枯
草
が
密

集
し
、
か
つ
そ
れ
が
そ
の
ま
ゝ
の
状

態
で
放
置
さ
れ
て
い
る
土
地
、

②
ゴ
ミ
や
廃
棄
物
な
ど
が
捨
て
ら
れ

る
お
そ
れ
の
あ
る
上
地
。

③
廃
材
、
土
砂
、
残
土
、
空
納
な
ど

が
野
ざ
ら
し
の
ま
ゝ
放
置
さ
れ
て
い

る
土
地
。

　
空
地
の
所
有
者
又
は
管
理
者
の
資

格

・
頴
依
を
刈
取
る
こ
と
、

・
除
Ｑ
は
年
２
回
実
施
し
て
く
だ
さ

４
４
ｆ

ト
Ｖ

・
捨
て
ら
れ
て
い
る
ゴ
ミ
や
廃
東
物

な
ど
も
、
か
た
ず
け
て
く
だ
さ
い
。

・
自
山
に
出
入
り
で
き
な
い
よ
う
、

又
ご
み
な
ど
捨
て
な
い
よ
う
、
囲
い

を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
定
期
的
に
監
脱
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
除
弧
の
あ
～
サ
ん

　
雛
草
の
刈
収
り
か
自
分
で
で
き
な

い
と
き
は
、
業
嗇
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
、

(I

*吟妬こミ呉SI
ドミこ≠ごーごヽ

Ｈ
　
午
前
1
0
時
1
1
2
時
　
▼
夜
間
の

部
Ｉ
毎
週
金
曜
日
　
午
後
６
時
1
8

4
　

　
場
所
　
岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館

　
講
師
　
八
代
よ
し
子
氏

　
募
集
人
員
　
各
2
0
々
Ｊ
‥

　
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
教
材

費
及
び
テ
キ
ス
ト
代
２
、
５
０
０
円

¶

を
必
要
と
し
ま
す
）

　
申
込
資
格
　
;
ｐ
内
ん
｛
住
、
在
勤
の

婦
人
（
学
生
は
除
く
）

　
申
込
受
付
　
６
月
2
1
日
出
　
午
前

1
0
時
3
0
分
か
ら
受
付
を
し
ま
す
が
、

そ
の
時
間
ま
で
に
お
い
で
の
か
た
が

定
員
仝
越
え
た
場
八
日
は
、
抽
選
と
い

た
し
ま
す
、

第
1
5
回
岡
崎
市
勤
労
青
少
年

理
解
及
び
学
校
教
育
振
興
に
役
立
て

る
た
め
、
次
の
と
お
り
作
文
ゴ
ン
グ

Ｉ
ル
を
実
施
し
ま
す
。

応
募
資
格

／
　
　
学
校
３
年
ま
で

小
学
校
５
年
か
ら
中

作
品
題
　
①
課
題
＝
「
簡
易
保
険
」

「
お
は
よ
う
・
ナ
イ
タ
ー
Ｌ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催
　
　
。
リ
‥
ジ
バ
い
ド

期
日
　
昭
一

月
3
1
日
（
薄
紅
・
ナ
イ
タ
ー
の
部
に

つ
い
て
は
、
土
・
日
曜
‐
を
除
く
）

　
時
間
　
▼
お
は
よ
う
の
部
丿
午
前

６
時
～
７
時
1
0
分
　
▼
薄
暮
・
ナ
イ

タ
ー
の
部
―
午
後
６
時
2
0
分
～
８
時

5
0
分

　
参
加
料
　
Ｉ
チ
ー
ム
５
０
０
円

　
種
別
　
①
お
は
よ
う
男
子
の
部

②
薄
暮
・
ナ
イ
タ
ー
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
級

の
部

※
　
Ａ
、
Ｂ
級
は
、
協
会
登
録
チ
ー

ム
、
Ｃ
級
は
、
そ
の
他
の
チ
ー
ム

　
資
格
　
市
内
に
在
住
、
在
勤
す
る

勤
労
者
で
編
成
し
た
チ
ー
ム
で
、
監

僣
以
下
1
5
名
ま
で
と
す
る
。

　
申
込
み
　
６
月
1
4
日
出
ま
で
に
、
岡

崎
市
六
名
本
町
７
番
地
、
岡
崎
市
体

育
館
内
体
育
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ

ｉ
Ｏ

Ｌ
Ｖ

期
日
以
後
の
巾
込
み
は
、
受
付

け
ま
せ
ん
。
（
巾
込
用
紙
は
、
体
育

課
に
あ
り
ま
す
）

体
　
育
　
館
　
き
5
3
－
1
８
1
1

　
第

1 9
回
簡
易
保
険
…
…
ｙ

　
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の

　
作
品
募
集

ノ

゛
岡
崎
郵
便
局
豊
¨
‥
¨
一
1
1
３
0
０

　
郵
便
局
で
は
、
次
代
を
担
う
小
中

学
生
の
皆
さ
ん
に
簡
易
保
険
の
持
つ

相
互
扶
助
の
精
神
を
普
及
し
、
更
に

そ
の
資
金
が
義
務
教
育
施
設
等
に
融

資
さ
れ
．
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
役

立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の

５
枚
以
内

　
あ
て
先
　
お
近
く
の
郵
便
局
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
締
切
　
６
月
3
0
日

　
入
選
発
表
　
1
0
月

参
考
　
岡
崎
市
簡
保
資
金
融
資
状
況

・
融
資
現
在
商
　
５
、
５
４
７
百
万
円

・
融
資
事
業
の
内
訳

　
①
小
中
学
校
　
３
、
０
０
１
百
万
円

　
②
公
営
住
宅
　
―
、
８
９
５
百
万
円

　
③
道
路
・
橋
　
　
５
５
６
百
万
円

　
④
そ
の
他
　
　
　
　
９
３
百
万
円

都
市
計
画
基
図
の
縮
７
　
　

　
　
が
変
わ
り
ま
し
た

　
都
市
計
画
課
計
画
係

／
　
　
　
　
　
　
ｅ
ｓ
：
　
　
－
6
2
6
0

　
昭
和
5
4
、
5
5
年
度
の
２
ヵ
年
事
業

で
、
岡
崎
市
の
２
千
５
百
分
の
１
の

都
市
計
画
基
図
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
同
図
而
を
従
来
の

価
恪
で
頒
布
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

着
物
着
付
講
座

　
　
受
講
生
募
集

Λ
Ｊ
く
婦
人
会
♂

2
3
－
２
９
６
３

　
期
間
　
昭
和
5
5
年
７
月
～
９
月
（

各
1
0
回
）

　
日
時
　
▼
午
前
の
部
＝
毎
週
火
咄



｜

６月１日　午前８時30≫放送開始／

9‘::ﾚﾎﾝ*－

つ

2‘21局
１１０
9番

･ご　r,丿:

　Ｉ　゛イ　、白土' '/ド犬

’消防テレホンサー

　　　:●:

[..'''　.り,’

二 ，

／ I

･ ■ I
I

un●尚Hn回肖Kni

　
岡
り
巾
ス
牛
Ｉ
Ｔ
刀
圭
丁
／

崎
公
園
北
〉

〈
岡

で
の
期
間
は
、
午
前
９
時
～
午
後
５

時 　
り
言
　
　
１
い
‐
　
平
日
　
午
前
1
0
時
１

ｙ
後
５
時
　
日
曜
・
祝
日
　
午
前
９

時
Ｉ
午
後
５
峙

※
　
７
月
2
0
日
㈲
～
８
月
2
0
日
㈲
ま

20

▼
一
般
小
人
３
０
０
円
　
▼
団
体
大

人
５
０
０
円
　
▼
団
体
小
人
２
５
０

円　
レ
ゲ
ペ
　
６
月
1
4
日
山
Ｉ
８
月

3
1
日
川

　
　
　
―

Ｉ
ｄ
″
ｆ
６
か
1

1
.
1
1
1

Ｉ
Ｉ
！
‐

ｌ
ｔ
Ｉ

▼
一
般
大
人
６
０
０
円

消防粁では、則|汐)ない魅力あふれる防災郎^u今日ぎ'して昼夜万全ク)

体制を備えていま十が、

●　ダベ十しべ∠＜ tヅ=.J..レパ……;

　　　　ビス」の放送を開始しま’仁

みなさんのご利川仝お知いします．

　
①
　
電
謡
蕎
‥
ゲ
ー
り
に
．
‐
Ｉ
Ｉ
い

　
　
ご
ご
は
、
正
縦
に
ま
わ
し
て
く

　
　
だ
さ
い
．

　
②
　
吸
送
は
、
テ
ー
マ
で
行
い
ま

　
　
す
　
そ
の
竃
詰
で
力
問
い
人
‥
わ

　
　
せ
は
で
き
ま
せ
ん
．

　
③
　
話
し
中
の
と
き
は
、
少
し
待

　
　
っ
て
、
か
け
な
お
し
て
く
だ
さ

　
　
４
ａ
ｗ

　
　
ト
ｖ

　
④
　
火
外
、
救
急
は
、
り
鼎
な
し

　
　
刀
「
－
１
９
番
｀
・
で
す
か
ら
、

　
　
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ｒ
＜
の
尽
り
と

　
　
ま
ち
か
い
の
な
い
よ
う
に
ご
注

　
　
心
く
だ
さ
い

皿
・
　
ブ
ハ
デ
レ
土
．
’
ザ
ー
ー
・
ス
い
い

　
い
；
’
・
．
り
‥
‥
‥
よ
１

　
消
防
署
　
代
友
ａ
2
1
　
5
1
5
1

６月1 4日(土)無料開放

どなたでも安心して遊べるプールです

　ご家族そろつてお越しください。

むた:Ｚン

岡崎市スポーツガーデン
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